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ピープルファーストジャパン

活動報告
か つ ど う ほ う こ く

（2004年 9 月19日 ～2005年 3 月31日）
ねんくがつ にち ねんさんがつ にち

１．会員
かいいん

会 員数 ２６７名
かいいんすう

内 訳 正会 員 １８６名
うちわけ せいかいいん

アドバイザー会 員 ６４名
かいいん

協 力会 員 １７名
きょうりょくかいいん

※２００５年６月１８日までの会員数

２．役員
やくいん

任期： 年 月 日結 成 大 会～ 年定期総 会2004 9 19 2006
にんき ねん くがつ にちけっせいたいかい ねんていきそうかい

会 長 小田島栄 一 関 東ブロック代 表
かいちょう おだじまえいいち かんとう だいひょう

副会 長 土 本秋夫 北 海 道・東北ブロック代 表
ふくかいちょう つちもとあきお ほっかいどう だいひょう

副会 長 佐々木信 行 関 東ブロック代 表
ふくかいちょう さ さ き のぶゆき かんとう だいひょう

事務局 長 梅 原義 教 全 国委員会事務局
じむきょくちょう うめはらよしのり ぜんこくいいんかいじむきょく

書記 池 崎善 久 近畿ブロック代 表
しょき いけざきよしひさ きんき だいひょう

書記 欠 員
しょき けついん

会 計監査 生田 進 近畿ブロック代 表
かいけいかんさ いくたすすむ きんき だいひょう

会 計監査 松 岡敏雄 北 海 道・東北ブロック代 表
かいけいかんさ まつおかとしお ほっかいどう だいひょう

※ 以下ピープルファーストは と 略 すPF
い か りゃく
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３．機関活動報告
き か ん かつどう ほうこく

①結 成大 会
けっせいたいかい

年 月 日 ライティー・ホール（東 大 阪 市） 人参加2004 9 19 300
ねん くがつ にち ひがしおおさかし にんさんか

決議したこと 資 料１○
けつぎ しりょう

会 則 役 員選 任 年活 動方 針2004
かいそく やくいんせんにん ねんかつどうほうしん

年予算 ピープルファーストジャパン結 成宣 言2004
ねんよさん けっせいせんげん

○討 論したこと
とうろん

「人 権侵 害事件報 告」
じんけんしんがいじけんほうこく

札 幌育 成園事件：松 岡敏雄（ 北 海 道）PF
さっぽろいくせいえんじけん まつおかとしお ほっかいどう

七生福祉園事件：小田島栄 一（ 東久留米）PF
ななおふくしえんじけん おだじまえいいち ひがしくるめ

ニュージーランドの虐 待事件とピープルファースト運 動
ぎゃくたいじけん うんどう

（ ）；ロバート・マーチン ニュージーランド代 表PF
だいひょう

香 港の虐 待事件とピープルファースト運 動
ほんこん ぎゃくたいじけん うんどう

：リー・ウェイ・ホン（ 香 港代 表）PF
ほんこんだいひょう

「国はどう 考 えているか」
くに かんが

厚 生労 働 省 大 塚 晃 障 害福祉専 門 官 とのはなしあい
こうせいろうどうしょう おおつかあきらしょうがいふくしせんもんかん
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②全 国委員会
ぜんこくいいんかい

４ 定 例会議11/
ていれいかいぎ

大 阪 日下リージョンセンター（東 大 阪 市）
おおさか くさか ひがしおおさかし

議題：新 潟 県中 越地震での取り組みについて
ぎだい にいがたけんちゅうえつじしん と り く

「介護保険統 合 「グランドデザイン案」について」
かいごほけんとうごう あん

結 成大 会会 計報 告
けっせいたいかいかいけいほうこく

臨時会議12/14
りんじかいぎ

東 京 サクラホテル（千代田区）
とうきょう ち よ だ く

議題：緊 急特別 行 動チーム編 成
ぎだい きんきゅうとくべつこうどう へんせい

カリタスの家 及び福 岡 県に派遣決 定 チームは 大 阪・奈良「 」 。 、
いえ およ ふくおかけん はけんけってい おおさか な ら

・広 島のメンバーで構 成し 福 岡のメンバーにも、協 力
ひろしま こうせい ふくおか きょうりょく

を依頼。
いらい

佐渡福祉会 新 潟 県中 越地震で被害を受けた地域へ派遣決 定「 」、
さ ど ふくしかい にいがたけんちゅうえつじしん ひがい う ちいき はけんけってい

、 。 、チームは 北 海 道・東 京のメンバーで構 成 新 潟のなかまにも
ほっかいどう とうきょう こうせい にいがた

協 力を依頼。
きょうりょく いらい

この緊 急特別 行 動チームに「合 計２５万円」の予算をつけ
きんきゅうとくべつこうどう ごうけい えん よさん

ることが確 認。
かくにん

1/29 定 例会議
ていれいかいぎ

大 阪 はっしんきち ザ☆ハート 欠 席：土 本、松 岡
おおさか けっせき つちもと まつおか

議題：緊 急特別 行 動チームの報 告、提 案
ぎだい きんきゅうとくべつこうどう ほうこく ていあん

「障 害 者自 立支 援給 付法」国 会上 程阻止闘 争について
しょうがいしゃじりつしえんきゅうふほう こっかいじょうていそ しとうそう

２００５年度の総 会について
ねんど そうかい

会 員 証 のデザインについて
かいいんしょう
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③ブロック委員会
いいんかい

北 海 道・東 北ブロック
ほっかいどう とうほく

6/17 PFJ結 成説 明会（宮城県仙台市）
けっせいせつめいかい みやぎけんせんだいし

北 海 道・東 北ブロックの設 立について
ほっかいどう とうほく せつりつ

2005年度PF大 会の開 催依頼
ねんど たいかい かいさいいらい

8/22 PFJ結 成説 明会（福 島 県二本松市）
けっせいせつめいかい ふくしまけんにほんまつし

北 海 道・東 北ブロックの設 立について
ほっかいどう とうほく せつりつ

関 東ブロック
かんとう

７月 「関 東ブロック会議」
かんとう かいぎ

中 部・東 海ブロック・・・開 催せず
ちゅうぶ とうかい かいさい

近畿ブロック
きんき

6/20 「近畿ブロック会議」 ヒューマインド（大阪市）
きんき かいぎ おおさかし

６/30～７/3 近畿ブロック代 表選 挙
きんき だいひょうせんきょ

中 国・四国ブロック・・・開 催せず
ちゅうごく しこく かいさい

九 州・沖 縄ブロック（ブロック結 成準 備）
きゅうしゅう おきなわ けっせいじゅんび

3/24 九 州・沖 縄ブロック委員会設 立にむけて
きゅうしゅう おきなわ いいんかいせつりつ

場所：直 方いこいの村（福 岡 県直 方市）
ばしょ のうがた むら ふくおかけんのおがたし

議案：九 州・沖 縄ブロックの設 立について
ぎあん きゅうしゅう おきなわ せつりつ

２００６年度のピープルファースト大 会開 催について
ねんど たいかいかいさい
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④ピープルファースト大 会 全 国実 行委員会
たいかい ぜんこくじっこういいんかい

ピープルファースト大 会 徳 島 第６回全 国実 行委員会11/5 in
たいかい とくしま だい かいぜんこくじっこういいんかい

： ～ ： 徳 島 県青 少 年センター 約 人参加13 00 16 00 40
とくしまけんせいしょうねん やく にんさんか

・グランドデザイン案の論議
あん ろんぎ

・タイムスケジュールの確 認
かくにん

・リハーサルの説 明、大 会資 料などの準 備 ほか
せつめい たいかいしりょう じゅんび

徳島市立文化センター17:00~21:00
とくしましりつぶんか

・大 会リハーサル 準 備
たいかい じゅんび

11/6～7 ピープルファースト大会in徳島 資料２
たいかい とくしま しりょう

参加者７６２名・ボランティア関 係 者のべ９４名 総 数８５６名
さんかしゃ めい かんけいしゃ めい そうすう めい

http://pf-japan.jp/katsudo/taikai/tokushima-hokoku.pdf大 会報 告書
たいかいほうこくしょ

12/26 ザ☆ハート事務所（東 大 阪 市）
じむしょ ひがしおおさかし

大 会とPFジャパンとの関 係についての会議
たいかい かんけい かいぎ

徳 島現地実 行委員会・滋賀実 行委員会・全 国事 務局で
とくしまげんちじっこういいんかい し が じっこういいんかい ぜんこくじむきょく

新 潟大 会への引き継ぎをめぐって、今後の大 会の運 営方 法（や
にいがたたいかい ひ き つ こんご たいかい うんえいほうほう

り方）を話し合う。全 国大 会とPFジャパンとの違いや関 係などの
はなしあ ぜんこくたいかい ちが かんけい

わからない点を整理。
てん せいり
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1/11 12/26の会議を受けて、全 国事 務 局から「これからの大会について」
かいぎ う ぜんこくじむきょく かい

MLで提 案 資 料３
ていあん しりょう

1/12 PF北 海 道から「これからの大 会」について提 案
ほっかいどう たいかい ていあん

①今までの全 国大 会実 行委員会を解 散する
ぜんこくたいかいじっこういいんかい かいさん

②大 会と総 会を一 緒にする
たいかい そうかい いっしょ

1/29 PF東久留米から「これからの大 会」について提 案
ひがしくるめ たいかい ていあん

①大 会と総 会の日 程を近づけて、多くの人に参加してもらう
たいかい そうかい にってい ちか おお にん さんか

②大 会をPFジャパンが責 任をもつことは賛 成
たいかい せきにん さんせい

1/30 ピープルファースト大 会 徳 島 反 省会in
たいかい とくしま はんせいかい

場所：クリエイティブハウス「パンジー （東 大 阪 市）10:00~15:00 」
ばしょ ひがしおおさかし

、 。・これからのピープルファースト大 会は ＰＦジャパンが運 営していく
たいかい うんえい

・全 国大 会の名前は「ピープルファースト大 会 ○○」とするin
ぜんこくたいかい なまえ たいかい

・ 新 しく「ピープルファースト大 会全 国実 行委員会 会 則」をつくる
あたら たいかいぜんこくじっこういいんかいかいそく

・今までの議決権を整理する
いま ぎけつけん せいり

団 体ごとに２ 票 → 都道府県ごとに２ 票 （事務局案）
だんたい ひょう とどうふけん ひょう じむきょくあん

（ ）全 国委員＋ブロック２ 票 ＰＦ北 海 道案
ぜんこくいいん ひょう ほっかいどうあん

※各地域にもちかえり、ファックスでやりとり後、決 定
かくちいき ご けってい

・ 「障 害 者自立支援給 付法 案」抗議行 動への呼びかけ2/8
しょうがいしゃじりつしえんきゅうふほうあん こうぎこうどう よ

ピープルファースト大 会 新 潟 第１回全 国実 行委員会1/30 in
たいかい にいがた だい かいぜんこくじっこういいんかい

クリエイティブハウス「パンジー （東 大 阪 市）15:30~16:30 」
ひがしおおさかし

日にちの決 定 ２００５年１ １ 月５日（土）～６日（日）
ひ けってい ねんじゅういちがついつか ど むいか にち

場所の決 定 全 体会 朱鷺（とき）メッセ:
ばしょ けってい ぜんたいかい

交 流会 ホテル新潟
こうりゅうかい

など分科会 新潟市総合福祉会館 万代島ビル
ぶんかかい
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2/18 「ピープルファースト大 会全 国実 行委員会 会 則 案・補足説 明」
たいかいぜんこくじっこういいんかいかいそくあん ほそくせつめい

が ジャパン全 国事務局から提 案されるPF
ぜんこくじむきょく ていあん

全 国大 会実 行委員会（ 新 潟）議案送付2/25 3/5
ぜんこくたいかいじっこういいんかい にいがた ぎあんそうふ

事務局案として の議案修 正案、全 国大 会実 行委員会 会 則3/2 3/5
じむきょくあん ぎあんしゅうせいあん ぜんこくたいかいじっこういいんかいかいそく

修 正案を送付
しゅうせいあん そうふ

東久留米より 実 行委員の議決権は 都道府県ごと の代 表と提 案3/4 FＰ 、 「 」
ひがしくるめ じっこういいん ぎけつけん とどうふけん だいひょう ていあん

東 京より 実 行委員の議決権は ブロックごと の代 表と提 案3/4 PF 、 「 」
とうきょう じっこういいん ぎけつけん だいひょう ていあん

近畿ブロックより 実 行委員の議決権は 都道府県ごと の代 表と提 案3/2 、 「 」
きんき じっこういいん ぎけつけん とどうふけん だいひょう ていあん

3/5 ピープルファースト大 会in新 潟 第２回全 国実 行委員会
たいかい にいがた だい かいぜんこくじっこういいんかい

13:00 ～17:00 場所：新潟市総 合福祉会 館（新潟市）
ばしょ にいがたしそうごうふくしかいかん にいがたし

１． 第二岩の 平 園（佐渡）の虐 待事件について新 潟 県との話し合い
だい に いわ たいらえん さ ど ぎゃくたいじけん にいがたけん はなしあ

２．次回の全 国実 行委員会の開 催場所と日 程
じかい ぜんこくじっこういいんかい かいさいばしょ にってい

３．会 則案・議決権について
かいそくあん ぎけつけん

・議決権は以下の人にある
ぎけつけん い か ひと

大 会実 行委員会の役 員、ピープルファーストジャパンの全 国委員
たいかいじっこういいんかい やくいん ぜんこくいいん

各ブロックの代 表 ２人
かく だいひょう ふたり

・その他の会 則案については、ＦＡＸ等でやりとりをする
そ の た かいそくあん とう

４．大 会テーマについて
たいかい

・今の時点で決められないので、アンケートなどで意見を求めたい。
いま じてん き いけん もと

（国 会のスケジュールなどをみながら、決めるべき）
こっかい き

５，分科会について
ぶんかかい

・12分科会で実施する。
ぶんかかい じっし

・分科会の内 容は、今後、決めていく。
ぶんかかい ないよう こんご き
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⑤社 会保 障審議会への傍 聴
しゃかいほしょうしんぎかい ぼうちょう

10/25 社 会保 障審議会傍 聴 小田島 支援：日高
しゃかいほしょうしんぎかいぼうちょう おだじま しえん ひだか

11/12 社 会保 障審議会傍 聴 小田島・佐々木 支援：日高・岩 渕
しゃかいほしょうしんぎかいぼうちょう おだじま さ さ き しえん ひだか いわぶち

11/26 社 会保 障審議会傍 聴 佐々木
しゃかいほしょうしんぎかいぼうちょう さ さ き

1/25 社 会保 障審議会傍 聴 小田島・佐々木 支援：日高
しゃかいほしょうしんぎかいぼうちょう おだじま さ さ き しえん ひだか

⑥機関誌の発 行
き か ん し はっこう

２００４年度は発 行せず
ねんど はっこう

⑦事務局
じむきょく

10/12 会 員向けメールマガジン（MM ・スタート）
かいいん む

10/13 グランドデザイン要 約（障 大 連版）MMで紹 介
ようやく しょうたいれんばん しょうかい

11/2 会費振り込み、会 員 証 発 行について MMで説 明
かいひ ふ り こ かいいんしょうはっこう せつめい

11/12 1月大 会実 行委員会のお知らせ
がつたいかいじっこういいんかい お し

11/17 PFジャパンホームページ リニューアル

12/13 カリタスの家 緊 急特別 行 動チーム予算書 MMに提示
いえ きんきゅうとくべつこうどう よさんしょ ていじ

2/1 「２月８日抗議行 動に共に取り組もう！！」メールで全 国へ発 信
にがつようかこうぎこうどう とも と り く ぜんこく はっしん

2/9 ２月７．８日の行 動の写 真などをホームページにのせる
にがつ ようか こうどう しゃしん

全 国大 会実 行委員会（ 新 潟）議案送付2/25 3/5
ぜんこくたいかいじっこういいんかい にいがた ぎあんそうふ

ジャパン会 員 証 発 送の連 絡2/28 PF
かいいんしょう はっそう れんらく

厚 生労 働 省との話し合い が設 定できたことを で連 絡3/1 3/7 MM（ ）
こうせいろうどうしょう はなしあ せってい れんらく

事務局案として の議案修 正案、全 国大 会実 行委員会 会 則3/2 3/5
じむきょくあん ぎあんしゅうせいあん ぜんこくたいかいじっこういいんかいかいそく

修 正案を送付
しゅうせいあん そうふ

事務局案として、 月の大 会実 行委員会の日 程・運 営方 法を3/14 5
じむきょくあん ごがつ たいかいじっこういいんかい にってい うんえいほうほう

送付
そうふ

の抗議行 動についての旅費助 成についての連 絡3/29 3/24~25
こうぎこうどう りょひじょせい れんらく
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４．ピープルファーストジャパン独自行動
ど く じ こうどう

2/1 2/7～8にPFジャパンとして、自立支援給 付法 案に反 対
じりつしえんきゅうふほうあん はんたい

の抗議行 動決 定
こうぎこうどうけってい

2/7 PFジャパン抗議行動 厚生労 働 省前すわりこみ
こ う ぎこうどう こうせいろうどうしょうまえ

PFジャパン抗議行動 資料４2/8
こ う ぎ こうどう しりょう

厚 生労 働 省前 ビラまき、アピール10:00
こうせいろうどうしょうまえ

「公 開要 求書」を わたし13:00
こうかいようきゅうしょ

抗議するために各グループにわかれて行 動
こうぎ かく こうどう

首 相官 邸： 小田島・佐々木
しゅしょうかんてい おだじま さ さ き

厚 生労 働 省：生田・梅 原・池 崎
こうせいろうどうしょう いくた うめはら いけざき

内 閣府：松 岡・土 本
ないかく ふ まつおか つちもと

厚 生労 働 省前で報 告16:00
こうせいろうどうしょうまえ ほうこく

解 散17:00
かいさん

2/10 PFジャパン 自立支援法抗議行 動 厚 生労 働 省前 約30人
じりつしえんほうこうぎこうどう こうせいろうどうしょうまえ やく にん

「障 害 者の地域生 活の確 立を求める全 国大 行動」のな2/24 2/15~16
しょうがいしゃ ちいきせいかつ かくりつ もと ぜんこくたいこうどう

かで、 ジャパンの「障 害 者自立支援 法 案 の 廃 案 を 求 めるPF
しょうがいしゃ じりつ しえん ほうあん はいあん もと

請 願書」を、民 主 党の中 村哲治衆 議 院議員に依頼し、 同議員3/2
せいがんしょ みんしゅとう なかむらてつじしゅうぎいんぎいん いらい どうぎいん

資料５より「衆 議 院に提 出した」と報 告がある。
しゅうぎいん ていしゅつ ほうこく しりょう
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５．他団体との連帯
た だんたい れんたい

①「障 害 者の地域生 活確 立の実 現を求める全 国大 行動」への参加
しょうがいしゃ ちいきせいかつかくりつ じつげん もと ぜんこくたいこうどう さんか

6/9 ピープルファーストジャパン設 立準 備委員会として、呼びかけ団 体になる
せつりつじゅんびいいんかい よ だんたい

全 国大 行動世話人拡大 会議参加 小田島・佐々木10/15
ぜんこくたいこうどうせわにんかくたいかい さんか おだじま さ さ き

ピープルファーストジャパン 全 国大 行動勉 強会10/19 20:00~
ぜんこくたいこうどうべんきょうかい

約 人参加（北 海 道・奈良・大 阪・東 京）50
やく にんさんか ほっかいどう な ら おおさか とうきょう

国 立オリンピックセンター記念青 少 年総 合センター センター棟 号511
こくりつ きねんせいしょうねんそうごう とう ごう

・ グランドデザイン 「介護保険統 合 「生 活保護 補助率カット」など「 」 」
かいごほけんとうごう せいかつ ほ ご ほじょりつ

・国がやろうとしていることについて勉 強
くに べんきょう

・ピープルファーストジャパンとしてやっていくことの確 認
かくにん

・各地域からのアピール
かくちいき

： ～ ： 全国大行動へ参加 資料６10/20 12 00 17 00
ぜんこくたいこうどう さ ん か しりょう

対厚 生労 働 省 全 国大 行動交 渉団参加
たいこうせいろうどうしょう ぜんこくたいこうどうこうしょうだんさんか

（小田島 紀伊埜本 支援：富田・日高）
おだじま き い のもと しえん とみた ひだか

全 体集 会
ぜんたいしゅうかい

全 体集 会 （芝公 園）12:00~12:30
ぜんたいしゅうかい しばこうえん

シンポジウムグループ出 発12:30
しゅっぱつ

議員会 館・国 会前グループ出 発12:40
ぎいんかいかん こっかいまえ しゅっぱつ

デモグループ隊 列づくり13:30
たいれつ

デモ出 発14:00
しゅっぱつ

グループにわかれて４つの行 動
こうどう

・国 会 議 員を招いてのシンポジウム 全 社 協 灘尾ホール
こっかいぎいん まね ぜんしゃきょうなだ お

・国 会 議 員との話し合い 議員会 館内
こっかいぎいん はなしあ ぎいんかいかんない

・国 会前でのアピール行 動 国 会前
こっかいまえ こうどう こっかいまえ

・デモ 芝公 園から日比谷公 園までデモ行 進
しばこうえん ひ び や こうえん こうしん
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※ ジャパンは、アピールとデモ行 進に参加PF
こうしん さんか

全 体集 会
ぜんたいしゅうかい

厚 生労 働 省前16:00~17:00
こうせいろうどうしょうまえ

11/18 全 国大 行 動 世話人会議参加 小田島・佐々木 支援：日高・岩 渕
ぜんこくたいこうどうせわにん かいぎさんか おだじま さ さ き しえん ひだか いわぶち

12/13～15 全国大行動へ参加 資料７
ぜんこくたいこうどう さ ん か しりょう

ビラ配り・アピール12/13 11:00~13:00
くば

ビラ配り・アピール16:00~18:00
くば

ビラ配り・アピール（東 京メンバー中 心に）12/14 9:00~
くば とうきょう ちゅうしん

社 会保 障審議会・障 害 者部会開 催 厚 労 省９階10:30~12:00
しゃかいほしょうしんぎかい しょうがいしゃぶかいかいさい こうろうしょう かい

厚 労 省前全 体集 会① ビラ配り・アピール11:00~
こうろうしょうまえぜんたいしゅうかい くば

社保審報 告、政 党周り13:30~
しゃほしんほうこく せいとうまわ

ビラ配り・アピール16:00~18:00
くば

9 ビラ配り・アピール12/15 :00~10:00
くば

ビラ配り・アピール11:30~
くば

厚 労 省前全 体集 会② 交 渉団送り出し13:00~
こうろうしょうまえぜんたいしゅうかい こうしょうだんおくりだ

交 渉団・厚 生労 働 省交 渉13:30~15:00
こうしょうだん こうせいろうどうしょうこうしょう

交 渉団報 告集 会16:00~
こうしょうだんほうこくしゅうかい

ビラ配り・納めの集 会17:00~18:00
くば おさ しゅうかい

全 国大 行動世話人会議参加 小田島・佐々木 支援：日高1/14
ぜんこくたいこうどうせわにんかいぎさんか おだじま さ さ き しえん ひだか
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1/25 全国大行動 抗議行動
ぜんこくたいこうどう こ う ぎ こうどう

厚 生労 働 省前 約 120名 参加
こうせいろうどうしょうまえ やく めいさんか

9:30 ビラまき・アピール

10:00～12:30 社 会保 障審議会 障 害 者部会
しゃかいほしょうしんぎかい しょうがいしゃぶかい

12:45～12:55 報 告集 会
ほうこくしゅうかい

全国大行動 抗議行動1/28
ぜんこくたいこうどう こ う ぎこうどう

参加者 約 100名厚 生労 働 省交 渉 厚 労 省 前
こうせいろうどうしょうこうしょう こうろうしょうまえ さんかしゃやく めい

13:00 全 体集 会
ぜんたいしゅうかい

14:00～16:00 厚 生労 働 省との交 渉
こうせいろうどうしょう こうしょう

（代 表団に小田島・佐々木参加）
だいひょうだん おだじま さ さ き さんか

16:10 代 表団報 告集 会
だいひょうだんほうこくしゅうかい

16:30 終 了
しゅうりょう

18:00～20:00 全 国大 行動世話人会議参加（小田島・佐々木）
ぜんこくたいこうどうせわにんかいぎさんか おだじま さ さ き

2/15～16の全国大行動 抗議行動 資料８
ぜんこくたいこうどう こ う ぎこうどう しりょう

参加者 約 2000人厚 生労 働 省交 渉 厚 労 省前
こうせいろうどうしょうこうしょう こうろうしょうまえ さんかしゃやく にん

厚 生労 働大 臣宛 抗議文 書提 出
こうせいろうどうだいじんあて こうぎぶんしょていしゅつ

全 国大 行 動 で公 明 党、民 主 党、共 産 党、社 民 党 との
ぜんこく たいこうどう こうめいとう みんしゅとう きょうさんとう しゃみんとう

政 党懇 談会と国 会請 願
せいとうこんだんかい こっかいせいがん

2/21 全 国大 行動世話人会議参加 小田島・佐々木 支援：日高
ぜんこくたいこうどうせわにんかいぎさんか おだじま さ さ き しえん ひだか

3/30 全 国大 行動と厚 生労 働 省の折 衝参加
ぜんこくたいこうどう こうせいろうどうしょう せっしょうさんか

（小田島・佐々木・稲毛 支援：石田）
おだじま さ さ き いなげ しえん いしだ

障 害程度区分、行 動援護、通 院公費助 成、国庫補助基 準
しょうがいていどくぶん こうどうえんご つういんこうひじょせい こっこほじょきじゅん

と障 害程度区分を超えての利用不可化について
しょうがいていどくぶん こ りよう ふ か か
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②各地の行 動への参加
かくち こうどう さんか

大 阪
おおさか

11/2 「府立入 所施設再 編問 題」で障 大連 とともに大阪府と協 議
ふりつにゅうしょしせつさいへんもんだい しょうたいれん おおさかふ きょうぎ

11/3 「障 害 者の地域生 活確 立の実 現を求 める全 国大 行動関 西
しょうがいしゃ ちいきせいかつかくりつ じつげん もと ぜんこくたいこうどうかんさい

実 行委員会」の御堂筋デモ
じっこういいんかい みどうすじ

（２０００人）に参加
にん さんか

12/7 障 大連と大 阪 府へグランドデザインに
しょうたいれん おおさかふ

対する緊 急要 望書を提 出
たい きんきゅうようぼうしょ ていしゅつ

3/1 障 害 者自立支援法を 考 える大 阪の集い 実 行委員会に出 席「 」
しょうがいしゃじりつしえんほう かんが おおさか つど じっこういいんかい しゅっせき

3/16 障 害 者自立支援法を 考 える大 阪の集い 実 行委員会に出 席「 」
しょうがいしゃじりつしえんほう かんが おおさか つど じっこういいんかい しゅっせき

奈良
な ら

～ ：ＰＦ奈良が、奈良県「障 害 者」運 動ﾈｯﾄﾜｰｸと協 力して呼2/15 16
な ら ならけん しょうがいしゃ うんどう きょうりょく よ

びかけ、総 勢 名の有志で全 国大 行動へと参加、反 対の声を上84
そうぜい めい ゆうし ぜんこくたいこうどう さんか はんたい こえ あ

げました。

： 自立支援法 案反 対集 会 奈良 ＠自治研 ｾﾝﾀｰ 奈良市 を奈良県2/19 in「 」 （ ）
じりつしえんほうあんはんたいしゅうかい な ら じ ち けん な ら し ならけん

「障 害 者」運 動ﾈｯﾄﾜｰｸと共 催。 名ほどの参加者がありまし120
しょうがいしゃ うんどう きょうさい めい さんかしゃ

。た。滋賀からドリフターズ滋賀のなかまもかけつけました
し が し が

北 海 道
ほっかいどう

8/29 PF北 海 道が「北 海 道本 人活 動・当事者運 動連 絡協 議会
ほっかいどう ほっかいどうほんにんかつどう とうじしゃうんどうれんらくきょうぎかい

(北 風の会 )」と協 力して、統 合反 対集 会をひらく
きたかぜ かい きょうりょく とうごうはんたいしゅうかい

会 場：きたえーる(札 幌)
かいじょう さっぽろ

9/23 PF北 海 道が「北 海 道本 人活 動・当事者運 動連 絡協 議 会
ほっかいどう ほっかいどう ほんにん かつどう とうじしゃ うんどう れんらく きょうぎかい

(北 風の 会 ) 「札 幌みんなの 会 」と協 力して、北 海 道」、
きたかぜ かい さっぽろ かい きょうりょく ほっかいどう
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障 害福祉課 長との話し合いをする
しょうがいふくしかちょう はなしあ

会 場：札幌市社 会福祉総 合センター
かいじょう さっぽろししゃかいふくしそうごう

11/14 PF北 海 道が北 海 道 内 の全 国大 行 動 賛 同団 体などに呼びか
ほっかいどう ほっかいどうない ぜんこくたいこうどうさんどうだんたい よ

け「北 海 道行 動実 行委員会」を作り、集 会とデモを 行 う
ほっかいどうこうどうじっこういいんかい つく しゅうかい おこな

11/15 北 海 道行 動実 行委員会 で北 海 道 庁 札幌市役 所に抗議「 」 、
ほっかいどうこうどうじっこういいんかい ほっかいどうちょう さっぽろしやくしょ こうぎ

に行く、各政 党・議員事務所をまわり要 求行 動をする
い かくせいとう ぎいん じむしょ ようきゅうこうどう

3/16 「北 海 道行 動実 行委員 会 」で北 海 道、札幌市との折 衝を
ほっかいどうこうどう じっこう いいんかい ほっかいどう さっぽろし せっしょう

おこなう。北 海 道 庁 、札幌市役 所前でビラまきをする
ほっかいどうちょう さっぽろしやくしょまえ
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６．虐 待事件への取り組み
ぎゃくたい じ け ん と り く

資料９①カリタスの家事件
いえじ け ん しりょう

全 国委員会事務局 福 岡 県頴田町「カリタスの家」での虐 待事件11/29
ぜんこくいいんかいじむきょく ふくおかけんかいたまち いえ ぎゃくたいじけん

毎 日新 聞朝 刊 メルマガに掲 載(11/29)PF
まいにちしんぶんちょうかん けいさい

12/10 「カリタスの 家 」虐 待事件についての抗議 文 を下記三 者に郵 送
いえ ぎゃくたいじけん こうぎぶん か き さんしゃ ゆうそう

社 会福祉法 人「かいたっくす」理事 長 滑石七五三夫
しゃかいふくしほうじん り じ ちょう なめらいししめお

福 岡 県知事 麻生 渡
ふくおかけん ち じ あそうわたる

厚 生労 働大 臣 尾辻秀 久
こうせいろうどうだいじん おつじひでひさ

12/14 緊 急特別 行 動チーム編 成
きんきゅうとくべつこうどう へんせい

カリタスの家 及び福 岡 県に派遣決 定 チームは 大 阪・奈良「 」 。 、
いえ およ ふくおかけん はけんけってい おおさか な ら

・広 島のメンバーで構 成し 福 岡のメンバーにも、協 力を
ひろしま こうせい ふくおか きょうりょく

依頼。
いらい

緊 急特別行動「カリタスの家」12/21 22～
きんきゅうとくべつこうどう

【目 的】
もくてき

「カリタスの家」で何がおこっているのか、調 査する。
いえ なに ちょうさ

苦しんでいる当事者にたいして何ができるのか、行 動する
くる とうじしゃ なに こうどう

【メンバー】

大 阪：梅 原義 教・生田 進 （福 岡 挙 ）
おおさか うめはらよしのり いくたすすむ ふくおかあぐる

奈良：沢井克 之（石井 恵 ）
な ら さわいかつゆき いしいめぐみ

広 島：井亀登志夫・近 藤竜 治・山 本秀 之（近 池 雅 良）
ひろしま い がめ と し お こんどうりゅうじ やまもとひでゆき ちかいけまさよし

北 海 道： 岩 渕 進 ）（
ほっかいどう いわぶちすすむ

【スケジュール】

Ａさん（ カリタスの家」保護者）に会う。12/21 「
いえ ほごしゃ あ

「カリタスの家」に抗議をする（抗議文を提 出 。）
いえ こうぎ こうぎぶん ていしゅつ

地元（直 方市）のピープルファーストの仲間と 話 をする。
じもと のおがたし なかま はなし
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貞池和 生さん（人 権オンブズ福 岡）とＢさん（支 援者）に会う12/22
かずお じんけん ふくおか しえんしゃ あ

福 岡 県 庁 に抗議をする（抗議文提 出）
ふくおかけんちょう こうぎ こうぎぶんていしゅつ

。自立生 活センタードリームハート博多の人たちと 話 をする
じ り つせいかつ はかた ひと はなし

1/13 「カリタスの家」緊 急特別 行 動チーム調 査報 告書
いえ きんきゅうとくべつこうどう ちょうさほうこくしょ

PFJホームページにアップ

3/24～25 緊 急特別行動「福岡県」
きんきゅうとくべつこうどう ふくおかけん

【目 的】
もくてき

１ 「カリタスの家」虐 待事件 抗議行 動，
いえ ぎゃくたいじけん こうぎこうどう

２，九 州・沖 縄ブロック設 立にむけて
きゅうしゅう おきなわ せつりつ

３，来年度の全 国大 会にむけて
ねんど ぜんこくたいかい

【メンバー】

北 海 道：土 本秋夫、松 岡敏雄（元 氏大二、岩 渕 進 ）
ほっかいどう つちもとあきお まつおかとしお もとうじだいじ いわぶちすすむ

東 京 都：小田島栄 一、佐々木信 行（石田恭子、安 里芳樹）
とうきょうと おだじまえいいち さ さ き のぶゆき いしだやすこ やすざとよしき

大阪府：梅 原義 教（福 岡 挙 ）
おおさかふ うめはらよしのり ふくおかあぐる

奈良県：沢井克 之（石井 恵 、渡 辺哲 久）
ならけん さわいかつゆき いしいめぐみ わたなべてつひさ

【スケジュール】

3/24 5:00 大 阪 出 発（マイクロバス）
おおさか しゅっぱつ

14:00 ＪＲ小倉駅 到 着
こくらえき とうちゃく

自立生 活センターいるか（沖 縄 ・ＰＦ熊 本）
じりつせいかつ おきなわ くまもと

直 方青 年学 級（福 岡） と合 流
のうがたせいねんがっきゅう ふくおか ごうりゅう

15:00 ～16:00 「カリタスの家」
いえ

原田秀樹元施設 長 に抗議。
はらだひできもとしせつちょう こうぎ

抗議文を沢井が原田に対して読み上げる
こうぎぶん さわい はらだ たい よ み あ

施設内で虐 待を目 撃
しせつない ぎゃくたい もくげき
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16:30 「直 方いこいの村」到 着
のうがた むら とうちゃく

自立生 活センタードリームハート博多 合 流
じりつせいかつ はかた ごうりゅう

18:30 ～20:30 九 州・沖 縄ブロック設 立 準 備会議
きゅうしゅう おきなわ せつりつじゅんびかいぎ

3/25 8:30 「直 方いこいの村」 出 発
のうがた むら しゅっぱつ

10:00～12:00 福 岡 県 庁 障 害福祉課に抗議
ふくおかけんちょうしょうがいふくし か こうぎ

14:00 県 庁出 発
けんちょうしゅっぱつ

22:00 大 阪 到 着
おおさか とうちゃく

資料１０②佐渡福祉会事件
さ ど ふ く し かいじ け ん しりょう

12/3 全 国委員会事務局 新 潟 県佐渡市にある佐渡福祉会が運 営する
ぜんこくいいんかいじむきょく にいがたけん さ ど いち さ ど ふくしかい うんえい

「 岩 の 平 園 「 第 二 岩 の 平 園 」での虐 待事件 毎 日新 聞」
いわ たいらえん だい に いわ たいらえん ぎゃくたい じけん まいにちしんぶん

朝 刊 に掲 載(12/2)ML
ちょうかん けいさい

12/15～18 緊 急特別行動「新潟県」
きんきゅうとくべつこうどう にいがたけん

【メンバー】

東 京 都：小田島栄 一（日高真己子 ））
とうきょうと おだじまえいいち ひだか ま き こ

北 海 道：土 本秋夫、松 岡敏雄、藤田利雄（元 氏 大 二
ほっかいどう つちもとあきお まつおかとしお ふじたとしお もとうじだいじ

岩 渕 進 ）
いわぶちすすむ

【スケジュール】

新 潟支援者 黛 氏から、これまでの調 査結果を聞く12/15 PF
にいがたしえんしゃまゆずみ し ちょうさけっか き

新 潟 県保健福祉課へ「岩の 平 園と第二岩の 平 園12/16
にいがたけんほけんふくし か いわ たいらえん だい に いわ たいらえん

での虐 待についての抗議と要 求書」を小田島会 長
ぎゃくたい こうぎ ようきゅうしょ おだじまかいちょう

が手渡す
てわた

新 潟代 表小幡氏から、これまでの取り組みの説 明PF
にいがただいひょうおばた し と り く せつめい

を受ける。
う

第二岩の 平 園 佐山施設 長 に「虐 待についての講義と12/17
だいにいわ たいらえん さやましせつちょう ぎゃくたい こうぎ
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要 求書」を手渡す。入 所者から直 接聞き取り調 査
ようきゅうしょ てわた にゅうしょしゃ ちょくせつき き と ちょうさ

、「 」佐渡市役所へ行き 虐 待についての講義と要 求書
さ ど しやくしょ い ぎゃくたい こうぎ ようきゅうしょ

を手渡す。
てわた

新 潟のミーティングに参加12/18 PF
にいがた さんか

新 潟 県と佐渡福祉会の虐 待事件についての話し合い3/5
にいがたけん さ ど ふくしかい ぎゃくたいじけん はなしあ

新潟市総 合福祉会 館（新潟市）
にいがたしそうごうふくしかいかん にいがたし

全 国大 会実 行委員会と新 潟 県で話し合う。
ぜんこくたいかいじっこういいんかい にいがたけん はなしあ

③徳島「草の実学園」事件
とくしま くさ み が く えん じ け ん

徳 島「草の実学園」で職 員による利用者への暴 力が報 道内 容3/14
とくしま くさ みがくえん しょくいん りようしゃ ぼうりょく ほうどうないよう

を に掲 載。 ジャパンメンバーである徳 島の鶴居氏より、抗議ML PF
けいさい とくしま つ る い し こうぎ

にいきたいと要 請あり。
ようせい

「草の実学園」緊 急特別 行 動3/26
くさ みがくえん きんきゅうとくべつこうどう

【メンバー】

北 海 道：土 本秋夫、松 岡敏雄（元 氏大二、岩 渕 進 ）
ほっかいどう つちもとあきお まつおかとしお もとうじだいじ いわぶちすすむ

東 京 都：小田島栄 一、佐々木信 行（石田恭子）
とうきょうと おだじまえいいち さ さ き のぶゆき いしだやすこ

大阪府：生 田 進
おおさかふ いくたすすむ

奈良県：沢井克 之（北尾悠 介）
ならけん さわいかつゆき きたおゆうすけ

徳 島 県：鶴居 進 、藤 川史子、北 島哲雄
とくしまけん つるいすすむ ふじかわふみこ きたじまとよみ

【スケジュール】

3 7:30 大 阪 出 発/26
おおさか しゅっぱつ

13:00 「 草の実学園」到 着
くさ みがくえん とうちゃく

漆 原園 長など職 員 側と 話し合い
うるしはらえんちょう しょくいんがわ はなしあ

利用者４名と話し合い
りようしゃ めい はなしあ
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16:30 「 草の実学園」出 発
くさ みがくえん しゅっぱつ

19:00 大 阪 到 着
おおさか とうちゃく

④「虐 待問題」で厚生労 働 省との話し合い
ぎゃくたいもんだい こうせいろうどうしょう は な し あ

【日にち】２００５年３月７日 午後２時～４時
ご ご じ よ じ

【場所】厚 生労 働 省 共 用第４会議室
ばしょ こうせいろうどうしょう きょうようだい かいぎしつ

【出 席者】
しゅっせきしゃ

厚 生労 働 省：大 塚障 害福祉専 門官
こうせいろうどうしょう おおつかしょうがいふくしせんもんかん

天谷障 害福祉専 門官
あまやしょうがいふくしせんもんかん

佐野障 害福祉専 門官
さ の しょうがいふくしせんもんかん

ピープルファーストジャパン

（当事者）小田島・稲毛・松 岡・土 本・富樫・生田・梅 原
とうじしゃ おだじま いなげ まつおか つちもと とがし いくた うめはら

( )池 崎・沢井・佐々木・伊藤・田崎・石田 義 明
いけざき さわい さ さ き いとう たざき いしだ よしあき

小 林・植木・石 村・宮 川・中 島・長田・新井
こばやし うえき いしむら みやがわ なかじま おさだ あらい

上 岡・目時
かみおか

( )（支援者）石井・渡 辺・西野・元 氏・岩 渕・石田 恭子
しえんしゃ いしい わたなべ にしの もとうじ いわぶち いしだ やすこ

竹 崎・宮 下・鈴木・荒 川・古屋・安田・深 澤
たけざき みやした すずき あらかわ ふるや やすだ ふかさわ
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【報告】
ほうこく

今回 の 折衝 は２月８日に再度 提出 した 公開 要求 書にも
こんかい せっしょう にがつ ようか さいど ていしゅつ こうかいようきゅうしょ

とづいて 実現 した話し合いの場でした。ピープルファーストジ
じつげん はなしあ ば

ャパンからの参加者は支援者 含め３６名、厚 労 省 からは
さんかしゃ しえん しゃふく めい こうろうしょう

企画課・ 大塚 専門 官他２名が 出席 しました。
きかく か おおつかせんもんかん た めい しゅっせき

まず 「カリタスの家」の当事者が受けた 虐待 と同じように、、
いえ とうじしゃ う ぎゃくたい おな

厚 労 省 の人にも、 熱湯 で入れたコーヒー・ 木酢 液を飲んで
こうろうしょう ひと ねっとう い もくさくえき の

もらったり、唐辛子・炭を食べてもらいました。
とうがらし すみ た

県に 責任 をおしつけず、国も 責任 をとること・ 入所 施設を
けん せきにん くに せきにん にゅうしょ しせつ

なくすこと・国として現地へ行き 調査 をすること・ 入所 施設
くに げんち い ちょうさ にゅうしょしせつ

をなくすこと・厚 労 省 の 虐待 防止の 勉強 会に当事者とし
こうろうしょう ぎゃくたい ぼうし べんきょうかい とうじしゃ

てピープルファーストも入れることを 要求 しましたが、厚 労
い ようきゅう こうろう

省 側の 返答 は 指導・ 監督 の 権限 を持っているのは県 国、「 。
しょうがわ へんとう しどう かんとく けんげん も けん くに

が 直接 調査 を行なうことはむずかしい 「親 や行 政が施設は」
ちょくせつちょうさ おこ おややぎょうせい しせつ

必要 といっている限り、一気になくすことはできない」 という
ひつよう かぎ いっき

ものでした。

最後に 今年の 新潟 大会に 出席 して欲しいということ 虐待、 、
さいご ことし にいがた かい しゅっせき ほ ぎゃくたい

をなくすための話し合いの場をこれからももって欲しいことを伝
はなしあ ば ほ つた

えて 折衝 を終えました。
せっしょう お
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７．裁判支援
さいばん し え ん

① 松 岡裁 判
まつおかさいばん

「ピープルファーストジャパン結 成 大 会」で、松 岡さんが 訴 えた裁 判
けっせいたいかい まつおか うった さいばん

、 、「 」を応 援することを決め 資 料 集 のなかに ぼくの裁 判闘 争のアピール
おうえん き しりょうしゅう さいばんとうそう

を載せました。
の

「ピープルファーストジャパ結 成」から、２００５ 年 の３ 月 末 までに５ 回
けっせい ねん さんがつまつ かい

の裁 判が 行 われました。裁 判には 「ピープルファースト北 海 道」、
さいばん おこな さいばん ほっかいどう

のメンバー、松 岡さんが活 動している作 業 所 の「共 生 舎 」の仲 間
まつおか かつどう さぎょうしょ きょうせいしゃ なかま

たちを中 心に裁 判に行 き、傍 聴し、松 岡さんを 励 まし 続 けてき
ちゅうしん さいばん い ぼうちょう まつおか はげ つづ

ました 松 岡さんは 代 理 人の弁護士のみなさんに協 力してもらい 訴。 、 、
まつおか だいりにん べんごし きょうりょく うった

え 続 けてきました。
つづ

それなのに、松 岡さんや仲 間たちがだまされて、ひどいめにあったことを
まつおか なかま

証 明してくれる 人 の 話 を聞こうとしないまま、裁 判 所は判 決を出そ
しょうめい ひと はなし き さいばんしょ はんけつ だ

うとしています。

裁 判 所は、 訴 えをちゃんと聞いてくれません。
さいばんしょ うった き

この 国 は、わたしたちの仲 間たちが、どんなにひどいめにあっても 助 けては
くに なかま たす

くれない 差 別の 国 です 松 岡さんの裁 判は 仲 間たちが差 別されず 人、 。 、 、
さべつ くに まつおか さいばん なかま さべつ ひと

として生きる権 利を確 立するための 闘 いです。
い けんり かくりつ たたか

仲 間たちを差 別して 権 利を侵 害する 人 たちに味 方する裁 判 所を 絶 対、 、
なかま さべつ けんり しんがい ひと みかた さいばんしょ ぜったい

に 許 すことはできません。
ゆる

許すな虐 待！ 見逃すな人 権侵 害！
ゆる ぎゃくたい みのが じんけんしんがい

② 七生福祉園溺死事件
ななおふくしえんできしじけん

七生福祉園溺死事件を明らかにする会10/25
ななおふくしえんできしじけん あき かい

和解 拒否の報 告(9/24 10/13 10/24)
わかい きょひ ほうこく
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東 京地方裁 判 所判 決「原 告の請 求を棄 却する」といった11/18
とうきょう ちほう さいばんしょ はんけつ げんこく せいきゅう ききゃく

全 面敗訴の内 容で、原 告は即 刻控訴の手続きに 入 ることを報 告
ぜんめんはいそ ないよう げんこく そっこくこうそ てつづ はい ほうこく

第 一 回控訴審（東 京高 等裁 判 所）で、次回和解法 廷で2/14
だいいちかいこうそしん とうきょうこうとうさいばんしょ じかいわかいほうてい

結 審となる
けっしん

東 京高 等裁 判 所和解法 廷2/23
とうきょうこうとうさいばんしょわかいほうてい

東 京 都社 会福祉事 業団とは和解
とうきょうとしゃかいふくしじぎょうだん わかい

インシュランスカンパニーには、控訴取り下げAIU
こうそ と り さ

③浅 草事件
あさくさじけん

東 京地裁 無 期 懲 役判 決11/25
とうきょうちさい むきちょうえきはんけつ

11/30 被告が東 京高 裁に控訴
ひこく とうきょうこうさい こうそ

８．新潟中 越地震への取り組み
にいがた ちゅうえつ じ し ん と り く

ピープルファースト北 海 道の土 本代 表（ 副会 長）より、新 潟10/25 PFJ
ほっかいどう つちもとだいひょう ふくかいちょう にいがた

中 越地震による障 害当 事 者の生 活状 態への情 報収 集と支援
なかごし じしん しょうがい とうじしゃ せいかつ じょうたい じょうほう しゅうしゅう しえん

が、全 国の 会 員へ要 請される。PFJ
ぜんこく かいいん ようせい

同 日、全 国事 務 局から、ＰＦ大 会現地事務局の自立生 活センター新 潟
どうじつ ぜんこくじむきょく たいかいげんちじむきょく じりつせいかつ にいがた

より、新 潟 市 内 は被害がなく大 会関 係 者は大 丈 夫だが、中 越地方の
にいがたしない ひがい たいかいかんけいしゃ だいじょうぶ なかごしちほう

情 報が入っていない状 況であり、今後のことは話し合い 中 である。
じょうほう はい じょうきょう こんご はなしあ ちゅう

情 報が入れば「特 定非営利活 動法 人 ゆめ風十億円基金」
じょうほう はい とくていひえいりかつどうほうじん かぜ えんききん

に連 絡をするということを確 認。http://homepage3.nifty.com/yumekaze/index.htm
れんらく かくにん

「ゆめ風」もまだ情 報を収 集 中 と報 告される。
かぜ じょうほう しゅうしゅうちゅう ほうこく

緊 急特別 行 動「新 潟 県」が現地に入り、支援者や当事者から地震12/16
きんきゅうとくべつこうどう にいがたけん げんち はい しえんしゃ とうじしゃ じしん

直 後から現 在までの様子をうかがう。川 西 町にある知的障 害 者
ちょくご げんざい ようす かわにしちょう ちてき しょうがいしゃ

入 所更 生施設「なかまの家 （川 西 町） 知的障 害 者通 所授 産」
にゅうしょこうせいしせつ いえ かわにしちょう ちてきしょうがいしゃつうしょじゅさん

施設「なごみの家 （十日町市）の入 所者から 話 を 伺 う。」
しせつ いえ とおかまちし にゅうしょしゃ はなし うかが
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１月 全 国
ぜんこく

委員会
いいんかい

 

 

 PF大
たい

会
かい

徳
とく

島
しま

反
はん

省
せい

会
かい

 

2005年 PF 新
にい

潟
がた

大
たい

会
かい

 

全 国
ぜんこく

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

 

 

２月  

 

２０日  PFＪ当事者
とうじしゃ

セミナー 

（ 中 国
ちゅうごく

・四国
しこく

） 

３月 全 国
ぜんこく

委員会
いいんかい

  PF 新 潟
にいがた

大
たい

会
かい

 

全 国
ぜんこく

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

  

 

 
 



２００４年度
ねんど

 活動
かつどう

方針
ほうしん

 

ピープル ファースト！ 

わたしたちは しょうがいしゃ で あるまえに 人間
にんげん

なんだ！ 

わたしたちの仲間
なかま

たちに 対
たい

する 差別
さべつ

・虐 待
ぎゃくたい

、人権
じんけん

侵害
しんがい

を 許
ゆる

すな！ 

人間
にんげん

として 住
す

みなれた 地域
ちいき

で 当
あ

たり前
まえ

に 

「いきいき・のびのび・ゆうゆう」と 生
い

きる 権利
けんり

が あるんだ！ 

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

 は いらない！ 地域
ちいき

で 生
い

きるぞ！ 

 

「ピープル ファースト ジャパン」は、この会
かい

の 目的
もくてき

を 達成
たっせい

する た

めに、本日
ほんじつ

、２００４年
ねん

９月
がつ

１９日
にち

 から ２００５年
ねん

３月
がつ

３１日
にち

 まで 

の 間
あいだ

に、次
つぎ

の 活動
かつどう

を 行
おこな

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【活動
かつどう

内容
ないよう

】 

１． 「支援費
しえん ひ

制度
せいど

と介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

との統合
とうごう

に断固
だんこ

反対
はんたい

する！」抗議
こうぎ

行動
こうどう

を

行ないます。 

わたしたちが受
う

けることのできる「ふくしサービスや制
せい

度
ど

」を、悪
わる

く変
か

えることは、絶対
ぜったい

に許
ゆる

さない！ 

これまでも、「ピープル ファースト ジャパン設立
せつりつ

準備
じゅんび

委員会
いいんかい

」として、 

「統合
とうごう

断固
だんこ

反対
はんたい

！」抗議
こうぎ

の声
こえ

をあげて、厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の担当者
たんとうしゃ

と何度
なんど

も直 接
ちょくせつ

会
あ

って話
はな

しをしました。そして、何度
なんど

も厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の前
まえ

で

抗議
こうぎ

のビラをくばり、抗議
こうぎ

の声
こえ

を上げました。 

 

具体的
ぐたいてき

な活動
かつどう

 

１０月２０日（水）に、「厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

」へ直 接
ちょくせつ

、抗議
こうぎ

行動
こうどう

を行
おこ

な

います！ 

集 会
しゅうかい

・デモ・座
すわ

りこみなど、全国
ぜんこく

の仲間
なかま

たちと 力
ちから

を合
あ

わせて行動
こうどう

し、統合
とうごう

の白紙
はくし

撤回
てっかい

を要 求
ようきゅう

し、最後
さいご

の最後
さいご

まで 闘
たたか

い続
つづ

けます！ 

 

 

 

    

 



２． わたしたちの仲間
なかま

たちへの 人権
じんけん

侵害
しんがい

事件
じけん

に 抗議
こうぎ

し 仲間
なかま

たちの  

相談
そうだん

にのって、一緒
いっしょ

に よく 考
かんが

えて  応援
おうえん

し 共
とも

に 闘
たたか

います！ 

「松岡
まつおか

敏雄
としお

」さんの裁判
さいばん

、「七生
ななお

福祉園
ふくしえん

溺死
できし

事件
じけん

」の裁判
さいばん

などを 引
ひ

き続
つづ

き 応援
おうえん

し 共
とも

に 闘
たたか

います！ 

仲間
なかま

たちから「入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に入
はい

りたくない」「入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から出
で

たい」と 

いう 訴
うった

えがあれば、相談
そうだん

にのって、一緒
いっしょ

に よく 考
かんが

えて ひとりで 

も 多
おお

くの 仲間
なかま

たちの 希望
きぼう

が 実現
じつげん

できるよう 応援
おうえん

していきま 

す！ 

 

具体的
ぐたいてき

な活動
かつどう

 

（１）裁判
さいばん

に行
い

き、裁判
さいばん

の様子
ようす

や進
すす

み、結果
けっか

を仲間
なかま

たちに報告
ほうこく

をします。 

（２）全国
ぜんこく

各地
かくち

の仲間
なかま

たちからの 訴
うった

えを聞
き

き、できることを、ひとつひと

つ、応援
おうえん

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． わたしたちの仲間
なかま

たちが 差別
さべつ

を受
う

けない「法律
ほうりつ

」の制定
せいてい

を、国
くに

に強
つよ

く求
もと

めます！ 

わたしたちの仲間
なかま

たちに対
たい

する「差別
さべつ

や事件
じけん

」が、全国
ぜんこく

でつぎからつ

ぎに おこっています。 

しかし、差別
さべつ

や虐 待
ぎゃくたい

、人権
じんけん

侵害
しんがい

を受
う

けても、今
いま

のこの国
くに

の「法律
ほうりつ

」

では、わたしたちの仲間
なかま

たちを、守
まも

ってくれません！ 

 

 

具体的
ぐたいてき

な活動
かつどう

 

（１）厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の役人
やくにん

と直接会
ちょくせつあ

って、わたしたちの仲間
なかま

たちに対
たい

する

「差別
さべつ

や人権
じんけん

侵害
しんがい

事件
じけん

」について話
はな

し合
あ

う場
ば

を、定期的
ていきてき

につくるよう 

  要 求
ようきゅう

し、『差別
さべつ

禁止法
きんしほう

』を、１日
にち

も早
はや

く作
つく

るよう 訴
うった

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．「ピープルファーストジャパン」の主 張
しゅちょう

を多
おお

くの人
ひと

に伝
つた

え、共
とも

に 闘
たたか

い、

行動
こうどう

するピープルファーストの仲間
なかま

や支援者
しえんしゃ

を増
ふ

やしていく！ 

  これまで、そして今
いま

もなお、人
ひと

としての権利
けんり

を奪
うば

われ続
つづ

けてきた、全国
ぜんこく

のわたしたちの仲間
なかま

たちに呼
よ

びかけます！ 

自分
じぶん

のことは 自分
じぶん

で 選
えら

んで 決
き

めるんだ！ 

自分
じぶん

の権利
けんり

は 自分
じぶん

で主 張
しゅちょう

し 守
まも

っていくんだ！ 

仲間
なかま

の みんなで 力
ちから

を合
あ

わせて 

自由
じゆう

で 幸
しあわ

せな 「いきいき・のびのび・ゆうゆう」とした 

生活
せいかつ

を 自分
じぶん

たちの 力
ちから

で つくって いこう！ 

 

具体的
ぐたいてき

な活動
かつどう

 

（１）通信
つうしん

の発行
はっこう

 

全国
ぜんこく

の仲間
なかま

たちに、「ピープルファーストジャパン」の主 張
しゅちょう

や活動
かつどう

を

知
し

らせるために、「ピープルファースト通信
つうしん

」を発行
はっこう

します。 

２００５年３月３１日までに、３回
かい

発行
はっこう

します。１回
かい

で１０００部
ぶ

を

発行
はっこう

します。 

（２）「ピープルファーストジャパン・当事者
とうじしゃ

セミナー」の開催
かいさい

 

   これまで、交 流
こうりゅう

の少
すく

ない地域
ちいき

の仲間
なかま

たちに呼
よ

びかけて、 協
きょう

力
りょく

し合
あ

い「セミナー」を開催
かいさい

する。 

   現在
げんざい

ブロック代 表
だいひょう

を選出することが難しい地域
ちいき

を中 心
ちゅうしん

に 行
おこな

いま

す。 
 



　　　　　　　　　　　２００４年度
ねんど

 「ピープル ファースト ジャパン」 会計
かいけい

予算
よさん

収入の部
しゅうにゅう　ぶ

　　　　　　　  　（円）
　えん

会計
かいけい

区分
 　くぶん

内容
ないよう

２００４年度予算
　　　　　　　　ねんどよさん

くわしい内容
ないよう

正会員
せいかいいん

300,000 ３００人
にん

から、各
かく

１，０００円
えん

として

会　費
かい　ひ

アドバイザー会員
かいいん

300,000 １５０人
にん

から、各
かく

２，０００円
えん

として

協力会員
きょうりょくかいいん

500,000 １００人
にん

から、各
かく

一口
ひとくち

５，０００円
えん

として

寄付金
きふきん

カンパ 150,000 結成
けっせい

大会
  たいかい

、徳島
 とくしま

大会
 たいかい

などの会場
かいじょう

に、カンパ箱
ばこ

を置
お

く

活動
かつどう

収入
　しゅうにゅう

執筆
しっぴつ

料
　りょう

50,000 各種
かくしゅ

団体
 だんたい

からの機関誌
きかんし

への執筆
しっぴつ

依頼
   いらい

など

合計
ごうけい

収入
しゅうにゅう

1,300,000

支出の部
ししゅつ　　　　ぶ

　　　　　　  　　（円）
　えん

会計
かいけい

区分
　 くぶん

内容
ないよう

２００４年度予算
　　　　　　　　ねんどよさん

くわしい内容
ないよう

印刷製本費
いんさつせいほんひ

100,000 「ＰＦ通信
つうしん

」の発行
はっこう

（３回
かい

）やＰＦＪ宣伝
せんでん

チラシ、会議
かいぎ

の資料
しりょう

などの印刷
いんさつ

代
だい

事務費
じむひ

通信費
つうしんひ

100,000 全国
ぜんこく

事務局
  じむきょく

の電話
でんわ

、ファックス代
だい　　　

や「ＰＦ通信
つうしん

」、「会員証
かいいんしょう

」などの郵送
ゆうそう

代
 だい

消耗品費
しょうもうひんひ

50,000 封筒
ふうとう

、テープ、のり、ホチキス、マジックなどの事務
じむ

用品
ようひん

会員証
かいいんしょう

作成
      さくせい

費
      ひ

会員証
かいいんしょう

発行
      はっこう

費
        ひ

90,000 １枚
まい

１５０円
えん

とインク代
だい

で５５０人
にん

分
 ぶん

の会員証
かいいんしょう

を作成
　さくせい

活動
かつどうひ

費 会議費
かいぎひ

50,000 会場
かいじょう

代
　  だい

など

調査・研究費
ちょうさ　けんきゅうひ

50,000 本
ほん

や機関誌
きかんし

の購入
こうにゅう

、各種
かくしゅ

団体
だんたい

の研修会
けんしゅうかい

への参加
さんか

費
ひ

など

旅費・交通費
りょひ　　こうつうひ

500,000 事務局
じむきょく

の交通費
こうつうひ

、「セミナー」を開催
かいさい

する時
とき

の交通費
こうつうひ

補助
ほじょ

、全国
ぜんこく

委員会
いいんかい

交通費
こうつうひ

補助
ほじょ

保険料
ほけんりょう

行事
ぎょうじ

保険料
  ほけんりょう

10,000 「セミナー」を開催
かいさい

する時
とき

などの保険
ほけん

料
りょう

予備費
よびひ

予備費
よびひ

50,000 事務費
じむひ

や活動
かつどう

費
  ひ

などで、緊急
きんきゅう

にお金
かね

が必要
ひつよう

になった時
とき

に備
そな

えて

合計
ごうけい

支出
ししゅつ

1,000,000

収入
しゅうにゅう

の部
ぶ

　　１，３００，０００円
えん

　－　支出
ししゅつ

の部
ぶ

　　１，１００，０００円
えん

　　　　差
さ

し引
ひ

き残高
ざんだか

　　３００，０００円
えん



「ピープル ファースト ジャパン」  

『
（

結成
けっせい

宣言
せんげん

』
）

 

 今
いま

の「 教
きょう

育
いく

」や「福
ふく

祉
し

」に関
かん

することに、わたしたちの声
こえ

をとり入
い

れるよう

強
つよ

く求
もと

める！ 

 わたしたちは、地
ち

域
いき

で人
ひと

として当
あ

たり前
まえ

の生
せい

活
かつ

ができるよう求
もと

める。そして

今
いま

施設
しせつ

に入 所
にゅうしょ

している仲間
なかま

たちも、数
かず

多
おお

く地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

ができるように、地
ち

域
いき

ふ

くしサービスをたくさん作
つく

ることを強
つよ

く求
もと

める！ 

 この国
くに

が 行
おこな

ってきた、当事者
とうじしゃ

の意志
い し

を無
む

視
し

した「措
そ

置
ち

」（隔
かく

離
り

収
しゅう

容
よう

）は、人権
じんけん

侵
しん

害
がい

である。そのことの謝
しゃ

罪
ざい

を強
つよ

く求
もと

める！ 

 全
ぜん

国
こく

の隔
かく

離
り

収
しゅう

容
よう

されている当
とう

事
じ

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

の「解
かい

放
ほう

」を強
つよ

く求
もと

める！ 

 わたしたちが、これ以
い

上
じょう

差
さ

別
べつ

を受
う

けないために、「差
さ

別
べつ

禁
きん

止
し

法
ほう

」を早
はや

く作
つく

る

ことを強
つよ

く求
もと

める！ 

 「松
まつ

岡
おか

敏雄
としお

」さんの裁
さい

判
ばん

、「七生
ななお

福祉園
ふくしえん

溺死
できし

事件
じけん

」の裁判
さいばん

は、多
おお

くの仲
なか

間
ま

た

ちがこれまで、そして今
いま

もなお、受
う

け続
つづ

けている「人
じん

権
けん

侵
しん

害
がい

」を代
だい

表
ひょう

する

ものであり、この裁判
さいばん

を支
ささ

え、共
とも

に 闘
たたか

っていく！ 

「ピープル ファースト ジャパン」 に 結集
けっしゅう

した 

仲
なか

間
ま

たち
ち と

と  力
ちから

を合
あ

わせ 差
さ

別
べつ

と闘
たたか

い 

地
ち

域
いき

での
の  

 よりよい生
せい

活
かつ

を 勝
か

ちとるために  

わたしたち 自
じ

身
しん

が 声
こえ

を上
あ

げ  

国
くに

・各
かく

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

・各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

 に対
たい

して  

今
いま

まで 以
い

上
じょう

に 強
つよ

く 訴
うった

え 要求
ようきゅう

していく ！！ 



資料 ２
し り ょ う

資料 ３
し り ょ う

ピープルファースト大会

関連資料
か ん れ ん し り ょ う

３３～３４ ページ 第１１回 徳 島大 会 集 会決議
だい かい とくしまたいかい しゅうかいけつぎ

３５～４０ ページ これからの全 国大 会について
ぜんこくたいかい



第１１回 ピープルファースト大会in徳島
だい かい たいかい とくしま

集 会 決 議
しゅう かい けつ ぎ

わたしたちは地域で
ちいき

あたりまえの生活を送りたい！
せいかつ おく

厚生 労働省 障害 保健福祉部は、２００４年１０月１２日に行なわれ
こうせいろうどうしょうしょうがいほけん ふくし ぶ ねん がつ にち おこ

た、社会 保障審議会 障害者 部会で「今後の 障害 保健福祉施策（グラン
しゃかいほしょう しんぎ かいしょうがいしゃ ぶかい こんご しょうがい ほけん ふくし しさく

ドデザイン案 を示しました しかし それは財源が足りないために支援費）」 。 、
あん しめ ざいげん た しえん ひ

と介護保険制度を統合することが目的とされており、わたしたちの生活を
かいご ほけん せいど とうごう もくてき せいかつ

後退させるものばかりでした。
こうたい

１．サービスを使うと、お金を払わなければいけ
つか かね はら

なくなる！

、 、 、障害基礎年金 生活保護が削られ 生活していくお金も 十分 ない中で
しょうがいきそねんきん せいかつほご けず せいかつ かね じゅうぶん なか

ホームヘルパーなどのサービスの利用 量 に応じてお金を支払うことになれ
りようりょう おう かね しはら

ば、地域で必要な支援を受けながら生活することができなくなります。
ちいき ひつよう しえん う せいかつ

２．支援費に、介護保険制度と同じ認定のしくみ
しえんひ かいご ほけん せいど おな にんてい

が使われる！
つか

介護保険制度は、家族が介護をするのが基本になっていて、生活 全体
かいご ほけん せいど かぞく かいご きほん せいかつぜんたい

を支えるしくみになっていません。
ささ

要介護認定基準 が使われると 親元や 入所 施設を出て 地域で必要「 」 、 、
ようかいごにんていきじゅん つか おやもと にゅうしょしせつ で ちいき ひつよう

な支援を受けながら自立生活を送ることができなくなります。また、支援
しえん う じりつ せいかつ おく しえん

が多く必要な人は入所施設に入れられてしまいます。
おお ひつよう ひと にゅうしょしせつ い



３．審査会で、使えるサービスの量が決められて
しんさかい つか りょう き

しまう！

審査会 でサービスの支給決定を行なうというのは わたしたちの人生「 」 、
しんさかい しきゅうけってい おこ じんせい

が、医者や 大学教授 などの「専門家」といわれる人達に決められてしま
いしゃ だいがくきょうじゅ せんもんか ひとたち き

う、ということです。このままでは、自分の人生を自分で選び、自分で決
じぶん じんせい じぶん えら じぶん き

めるというあたりまえの権利が奪われてしまいます。最悪です。
けんり うば さいあく

４．ガイドヘルパーが使えなくなる！
つか

ガイドヘルパーが市町村で行なわれることになれば、自分にあったヘル
しちょうそん おこ じぶん

パーを選べなくなり、また制度が 十分 にない中で、一般財源化されてし
えら せいど じゅうぶん なか いっぱんざいげん か

まいます そして 入所 施設に隔離 収容 されている多くの仲間が地域に出。 、
にゅうしょしせつ かくりしゅうよう おお なかま ちいき で

てこられなくなります。

厚生 労働省 は １９８０年国際 障害者 年から掲げられている 自立、 「
こうせいろうどうしょう ねんこくさいしょうがいしゃねん かか じりつ

と社会参加」とは 全 く異なる「自活と納税」を 強要 しています。わた
しゃかい さんか まった こと じかつ のうぜい きょうよう

したちは、必要 適切なサービスを受けながら、 入所 施設でなく、地域で
ひつようてきせつ う にゅうしょ しせつ ちいき

当たり前の生活を送る権利があります！
あたりまえ せいかつ おく けんり

誰もが地域で当たり前の生活を
だれ ちいき あ まえ せいかつ

送ることのできる
おく

ノーマライゼーション社会の実現を！
しゃかい じつげん

わたしたちは しょうがいしゃ であるまえに人間です！
にんげん
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これからのピープルファースト大会について
たいかい

２００５年１ 月１１日
ねんいちがつ

ピープルファーストジャパン全 国委員会事務局
ぜんこくいいんかいじむきょく

１，話し合い
は な し あ

徳 島から「このままでは新 潟に引きつげない」と意見があり
とくしま にいがた ひ いけん

２００４年１ ２ 月２６日（日 、はっしんきち ザ☆ハートで）
ねんじゅうにがつ むいか にち

徳 島現地実 行委員会、滋賀大 会現地実 行委員会、全 国実 行委員会
とくしま げんち じっこう いいんかい し が たいかい げんち じっこう いいんかい ぜんこくじっこう いいんかい

事務局のメンバーで、話し合いがされました。
じむきょく は な し あ

※記録は ４ページ
きろく

２，話し合いのまとめ＜かんがえかた＞
は な し あ

○現地がどこまで 考 えて、全 国大 会実 行委員会で何を決めるのか
げんち かんが ぜんこくたいかいじっこう いいん かい なに き

分からないし、こまった。
わ

→ 「やりかた」がぜんぜん分からない。
わ

最後になって、やっと「すすめかた」がわかった。
さいご

→ 毎 年、大 会をやるんだから、すこしづつ、上手に、
まいねん たいかい

やっていくものではないか？

毎 年、同じ失 敗をしたらダメだと思う。
まいねん おな しっぱい おも
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○現地を 「ほかのところ」が ひっぱったほうがいい。、
げんち

→ 「ほかのところ」は どこか？

→ 全 国大 会実 行委員会のなかで決める
ぜんこくたいかいじっこういいんかい き

（熊 本は北 海 道が、滋賀・徳 島は大 阪が やったように）
くまもと ほっかいどう し が とくしま おおさか

→ × それでは 徳 島と いっしょ。
とくしま

ジャパンと大 会が あいまいに なる
たいかい

現地は、とっても やりにくい。
げんち

→ ジャパンで組織として、たすける。
そしき

？ 大 会は、ジャパンの大 会になる。
たいかい たいかい

今までの大 会は、全 国大 会実 行委員会のもの。
いま たいかい ぜんこくたいかいじっこういいんかい

全 国大 会実 行委員会は どうなる？
ぜんこくたいかいじっこういいんかい

○これから、ジャパンと全 国大 会実 行委員会をどうしていくのか
ぜんこくたいかいじっこういいんかい

→ 去 年は結 成大 会と全 国大 会、２回会議をしたから、
きょねん けっせいたいかい ぜんこくたいかい かいかいぎ

別のものだと思ってしまった。
べつ おも

→ でも会議の人は、いっしょ。それがややこしかった。
かいぎ ひと

→ 全 国大 会実 行委員会って なに？
ぜんこくたいかいじっこういいんかい

ここから 考 えないと、なにも 決まらない。
かんが き

○大 会とジャパン
たいかい

→ やっている「ピープルファースト」は 同じ意味。
おな い み

「しょうがいしゃである前に人 間なんだ」と たたかい
まえ にんげん

、 「 」 。なかまをつくり みんなが 人 間らしく 生きるための運 動
にんげん い うんどう

→ だから、大 会とジャパンは、今までは同じ。
たいかい いま おな
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ジャパンと全 国大 会実 行委員会の
ぜんこくたいかいじっこういいんかい

「今」の「ちがい」
いま

ジャパン → 会費を はらって ピープルファーストをやる
かいひ

全 国大 会実 行委員会 → やりたい人が できる
ぜんこくたいかいじっこういいんかい ひと

ジャパンが、この「ちがい」をどうかんがえるのか、

これが ポイントになる？

① 会 員だけが、全 国大 会実 行委員会になれる の場合
かいいん ぜんこくたいかいじっこういいんかい ばあい

実 行委員は全 員、ジャパンの会 員なので、
じっこういいん ぜんいん かいいん

大 会は、ジャパンのものになる。
たいかい

② 会 員以外も、全 国大 会実 行委員会になれる の場合
かいいんいがい ぜんこくたいかいじっこういいんかい ばあい

２つの考 え 方があります。
かんがえかた

●会 員以外の人が入る全 国大 会実 行委員会でも、日本の
かいいんいがい ひと はい ぜんこくたいかいじっこういいんかい にほん

ピープルファーストは、ジャパンがまとめるんだという

考 えをもって、大 会を ジャパンのものにする
かんが たいかい

●会 員以外の人が入るのだから、ジャパンは、大 会に
かいいんいがい ひと はい たいかい

責 任をもつことができないという 考 え。この結果、大 会は
せきにん かんが けっか たいかい

全 国大 会実 行委員会のものになる。
ぜんこくたいかいじっこういいんかい

大 会を ジャパンのものにするのか、全 国大 会実 行委員会のものに
たいかい ぜんこくたいかいじっこう いいんかい

するのかで、大 会のすすめかた、なかみが、かわってきます。
たいかい



「ピープルファースト大会 ｉｎ 徳島」の反省会（大阪で）
たいかい とくしま はんせいかい おおさか

． ． ．２００４ １２ ２６

＜大阪の意見＞
おおさか い け ん

・ ジャパン」は会費をはらった人がメンバーだから、ジャパンだけの大会がひつよう「
かい ひ ひと たいかい

・新潟大会は、近いので北海道のメンバーが手伝ったらいい
たいかい ちか ほっかいどう て つ だ

・ピープルファースト大会は地元中心でひらいたらいい
たいかい じもとちゅうしん

・ ピープルファーストジャパン大会」と名前をかえたら、みんなビックリするので、「
たいかい な ま え

「ピープルファースト大会」のままでいい
たいかい

＜滋賀の意見＞
し が い け ん

・ ピープルファーストジャパン 「ピープルファースト全国実行委員会 「ピープル「 」、 」、
ぜんこくじっこういいんかい

ファースト現地実行委員会」のちがいや、やくわり分担を考えるのがむずかしい
げんちじっこういいんかい

・滋賀大会をしてみて、現地実行委員会の意見と全国実行委員会の意見がちがって、す
し が たいかい げんちじっこういいんかい い け ん ぜんこくじっこういいんかい い け ん

（ ）すめるのがしんどかった 交流会で花火をするという現地の意見がとおらなかった
こうりゅうかい は な び げ ん ち い け ん

・大会をして全国の人に楽しんでもらった
たいかい ぜんこく ひと たの

＜徳島の意見＞
とくしま い け ん

・ピープルファースト大会はジャパン中 心でひらいたらいい（ ピープルファーストジ「
たいかい ちゅうしん

ャパン大会」にしたら？）
たいかい



ピープルファーストジャパン事務局
じむきょく

　さま

2004年11月29日

ピープルファースト大会
たいかい

ＩＮ徳島
とくしま

　現地
げんち

実行
じっこう

委員会
いいんかい

これからのピープルファースト大会
たいかい

のこと

　徳島
とくしま

現地
げんち

実行
じっこう

委員会
いいんかい

です。

　現地
げんち

の反省会
はんせいかい

で、いろんな意見
いけん

が出
で

ました。

　徳島
とくしま

では、ピープルファーストジャパンとピープルファースト大会
たいかい

の関係
かんけい

をもっとはっきり

させないと今
いま

のままでは新潟
にいがた

の人
ひと

は大変
たいへん

じゃないかと考
かんが

えました。

　これからピープルファーストを広
ひろ

げていくと、はじめて会議
かいぎ

に参加
さんか

して大会
たいかい

をする所
ところ

や作
さ

業
ぎょう

所
しょ

や施設
しせつ

じゃない所
ところ

で本人
ほんにん

の会
かい

（ピープルファーストの会
かい

）をつくっている所
ところ

がもっと出
で

てくると思
おも

います。新潟
にいがた

に引
ひ

き継
つ

ぎをするまでに、ジャパンとして考
かんが

えをまとめた方
ほう

がいいと

思
おも

います。　集
あつ

まれるなら、滋賀
しが

や熊本
くまもと

の人
ひと

たちも集
あつ

まって話
はな

しあいたいです。

＜徳島
とくしま

で出
で

た意見
いけん

＞

・介護
かいご

保険
ほけん

のこととかやっと分
わ

かってきたけど、分
わ

かるまで時間
じかん

がかかるわ。・・・・ピープル

　で話
はな

しあってきた内容
ないよう

を分
わ

かっていない現地
げんち

が全国
ぜんこく

から意見
いけん

を集
あつ

めて大会
たいかい

のことをきめ

　ていくのはムリ！

・全国
ぜんこく

の流
なが

れに追
お

いつくまでに１年
ねん

かかったで。

・議決権
ぎけつけん

とか会議
かいぎ

より前
まえ

に全国
ぜんこく

に流
なが

すとか、現地
げんち

がうまくできるまで時間
じかん

がかかるし分
わ

から

　んかった。

・最初
さいしょ

に「全国
ぜんこく

会議
かいぎ

を何回
なんかい

開
ひら

くか、現地
げんち

がしやすいように考
かんが

えてくれたら」って言
い

われたけ

　ど、そんなんも何
なに

も分
わ

からんかった。現地
げんち

にまかされたり考
かんが

えさせられても分
わ

からんことだ

　らけ。

・新潟
にいがた

大会
たいかい

でジャパンの総会
そうかい

も一緒
いっしょ

になるんだったら、現地
げんち

はほんまに分
わ

からないと思
おも

う。

・やっぱり「ジャパンと大会
たいかい

は（円
えん

が）重
かさ

なっている」じゃなかった。全部
ぜんぶ

ジャパンの流
なが

れと関
かん

　係
けい

しているから、現地
げんち

だけできめれない。　  ジャパン 　　　大会
たいかい

・現地
げんち

が勝手
かって

にきめてもダメだと思
おも

う。

・ジャパンと考
かんが

えと違
ちが

う大会
たいかい

になったらどうするの？



・ジャパンの考
かんが

えと違
ちが

う大会
たいかい

になったらダメダメ。

・宣言
せんげん

は現地
げんち

にまかせていいのか？まかされてもよう分
わ

かってないのにつくるよ。

・大会
たいかい

の本
ほん

（大会
たいかい

要綱
ようこう

）も現地
げんち

まかせでいいのか？現地
げんち

が勝手
かって

なこと書
か

いてもチェックでき

　ないよ。

・報告書
ほうこくしょ

も現地
げんち

まかせでいいのか？現地
げんち

が勝手
かって

なこと書
か

いてもチェックできないよ。

・大会
たいかい

の準備
じゅんび

もどこを現地
げんち

がしてどこがジャパンなのかはっきりさせた方
ほう

がいい。

・徳島
とくしま

が新潟
にいがた

にそのまま引
ひ

き継
つ

ぎしたらダメになる。ジャパンがどうするか考
かんが

えて、ジャパン

　が大会
たいかい

の引
ひ

き継
つ

ぎ。

・お金
かね

集
あつ

めは現地
げんち

だけがするのか？ジャパンと別
べつ

か？



資料 ４～８
し り ょ う

「介護保険統合 「グランドデザイン」」
か い ご ほ け ん と う ご う

「障害者自立支援法案」に反対する
しょ う が い し ゃ じ り つ し え ん ほ う あ ん は ん た い

抗議行動
こ う ぎ こ う ど う

４２～４８ページ ２月７～８日の独自行 動で国に提 出した公 開要 求書
にがつ ようか どくじこうどう くに ていしゅつ こうかいようきゅうしょ

４９ ページ 「障 害 者自立支援法 案」閣議決 定のニュース
しょうがいしゃじりつ しえんほうあん かくぎけってい

５０ ページ １０月２０日「全 国大行 動」での報 告書
じゅうがつ は つ か ぜんこく こうどう ほうこくしょ

５１ ページ １０月２０日「全 国大行 動」を紹 介したニュース
じゅうがつ は つ か ぜんこく こうどう しょうかい

５２～５３ページ １ ２ 月１３～１５日「全 国大行 動」の集 会決議
じゅうにがつ にち ぜんこく こうどう しゅうかいけつぎ

５４～５７ページ ２月１５～１６日「全 国大行 動」の報 告
にがつ にち ぜんこく こうどう ほうこく

５８～５９ページ ２月１６日、中村哲司衆議院委員（民主党）に依頼し
なかむら て つ じ しゅうぎいん い い ん みんしゅとう い ら い

国会に提 出された の請願書PFJ
こっかい ていしゅつ せいがんしょ
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内 閣 総 理 大 臣 小 泉 純 一 郎 殿
ないかくそう り だいじん こ いずみ じゅんいちろう どの

厚 生 労 働 大 臣 尾辻 秀久 殿
こうせいろうどうだいじん おつじ ひでひさ どの

２００５ 年 ２月８日（火）
ねん

ピープル ファースト ジャパン 会長 小田島 栄一
かいちょう おだじま えいいち

577-0023 2049-4-101〒 大 阪 府 東 大 阪 市 荒 本
おおさかふひがしおおさかしあらもと

06-6789-6637 06-6789-6649電話 ・ファックス
でんわ

公 開 要 求 書
こう か い よ う きゅう し ょ

福岡 の カリタスの 家 新潟 佐渡の 岩 の 平 園 第 ２ 岩「 」、 「 」「
ふくおか いえ にいがた さど いわ たいらえん だい いわ

の 平 園 」での 虐待 、権利 侵害 事件に 対 する「ピープルファ
たいらえん ぎゃくたい けんり しんがい じけん たい

ーストジャパン」からの抗議と 要求 に 対 して、１月１２日付け
こうぎ ようきゅう たい にちづ

で、 厚生 労働省 社会 ・援護 局 障害 保健福祉部 障害
こうせい ろうどうしょう しゃかい えんご きょく しょうがい ほけん ふくし ぶ しょうがい

福祉課（ 照会 先 ： 障害 福祉課施設支援 係 小野）から 回答
ふくし か しょうかい さき しょうがい ふくし か しせつ しえん がかり おの かいとう

がありました。

わたしたちの 要求 に 対 して、 何一 つ 納得 のいく 回答 がな
ようきゅう たい なにひと なっとく かいとう

かったので、再度 要求 いたします。
さいどようきゅう

、「 、わたしたちは 入所 施設に仲間たちを閉じ込め 続 けることは
にゅうしょ しせつ なかま とじこ つづ

人権 侵害 であり、 国 はノーマライーゼーションの理念にうちだし
じんけんしんがい くに りねん

たのに、その 反対 のことをしている」と 強 く抗議し 「すべての、
はんたい つよ こうぎ
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入所 施設の 解体 」を 要求 し 続 けてきました。
にゅうしょ しせつ かいたい ようきゅう つづ

この 間 、 全国 の 入所 施設では 虐待 、権利 侵害 事件が、つぎ
かん ぜんこく にゅうしょ しせつ ぎゃくたい けんり しんがい じけん

からつぎにおきています。

こ の 責 任 は 「 虐 待 施 設 」 を 野 放 し に し 続 け て き た 厚 生、
せきにん ぎゃくたい しせつ のばな つづ こうせい

労働省 や 国 にあると 断言 します。
ろうどうしょう くに だんげん

厚生 労働省 からの 回答 には
こうせいろうどうしょう かいとう

『今後、二度と 同 じような事件の 起 さないよう』
こんご にど おな じけん おこ

『指導 監督 する 権限 のある』のは、 福岡県 および 新潟県 だとし
しどう かんとく けんげん ふくおかけん にいがたけん

て 責任 を押し付けています。
せきにん おしつ

全 く 人 ごとで、あまりに 無責任 です。
まった ひと むせきにん

都道府県を「指導 監督 」する 責任 は、 厚生 労働省 、 国 にあ
とどうふけん しどう かんとく せきにん こうせい ろうどうしょう くに

るんじゃないか。

あなたたちは、 誰 のおかげで 給料 がもらえているのですか。
だれ きゅうりょう

『 厚 生 労 働 省 と し て は 、 障 害 者 施 設 に お い て 、 虐 待 等 の
こうせい ろうどうしょう しょうがいしゃ しせつ ぎゃくたい とう

人権 侵害 が起きないよう、都道府県に対して、指導 監督 に 万全
じんけん しんがい お とどうふけん にたい しどう かんとく ばんぜん

を期すよう 徹底 してまいりたいと 考 えています 』。
き てってい かんが

これまでは 「都道府県に対して、指導 監督 に 万全 を期すよう、
とどうふけん にたい しどう かんとく ばんぜん き

徹底 して」こなかったのか。
てってい
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事件がおきるたびに、何度もしてきたんじゃないのか。
じけん なんど

それなのに、 虐待 、権利 侵害 がつぎからつぎにおきるのは、こ
ぎゃくたい けんり しんがい

れまでの「指導 監督 」が 何 の 役 にもたたなかったからじゃない
しどう かんとく なん やく

のか。

改善 できないなら、仕事してないということになる。
かいぜん しごと

効果や結果が出ないような仕事ばっかりしていたら、 一般社会 だ
こうか けっか で しごと いっぱんしゃかい

ったら「くび」になるんじゃないか。

あ な た た ち に は 、 入 所 施 設 の 利 用 者 が 虐 待 、 権 利 侵 害 を
にゅうしょ しせつ りよう しゃ ぎゃくたい けんり しんがい

受け続けていることに、 同 じ 人間 としての 傷 みや、 責任 を 感 じな
うけつづ おな にんげん いた せきにん かん

いのか。

自由に自分のことを 選 んで、決める権利を 奪 う「 入所 施設」
じゆう じぶん えら き けんり うば にゅうしょ しせつ

で 、 仲 間 た ち を 人 間 と し て み な い 職 員 た ち が 、 仲 間 た ち に
なかま にんげん しょくいん なかま

虐待 、権利 侵害 を 行 う。 絶対 に 許 さない。
ぎゃくたい けんりしんがい おこな ぜったい ゆる

わたしたちは しょうがいしゃで あるまえに 人間 なんだ！
にんげん

厚生 労働省 や 国 が、わたしたちの仲間たちの 人権 を 守 るた
こうせい ろうどうしょう くに なかま じんけん まも

めに どう 万全 を期 し 徹底 するのか 具体的な 内容 を 示、 「 」 、「 」 、
ばんぜん き てってい ぐたいてき ないよう しめ

し、説 明を 求 め、ここに話し合いの場を持つことを 強 く 要求 し
せつめい もと はなしあい ば も つよ ようきゅう

ます。

【話し合いを要 求する日】２００５ 年 ２ 月 １５・１６ 日 どちらか
は な し あ ようきゅう ひ ねん がつ にち
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内 閣 総 理 大 臣 小 泉 純 一 郎 殿
ないかくそう り だいじん こ いずみ じゅんいちろう どの

厚 生 労 働 大 臣 尾辻 秀久 殿
こうせいろうどうだいじん おつじ ひでひさ どの

内閣 官 房長 官 細田 博 之 殿
ないかく かんぼうちょうかん ほ そ だ ひろゆき どの

２００５年２月８日

ピープル ファースト ジャパン 会長 小田島 栄一
かいちょう おだじま えいいち

577-0023 2049-4-101〒 大 阪 府 東 大 阪 市 荒 本
おおさかふひがしおおさかしあらもと

06-6789-6637 06-6789-6649電話 ・ファックス
でん わ

公 開 要 求 書
こう か い よ う きゅう し ょ

ノ ーマライゼーションの理念はどこにある
り ねん

「 障害者 自立支援 給付法案」の 白紙撤回を 求める！
しょうがいしゃ じりつ しえん きゅうふほうあん はく し てっ かい もと

「閣議決定 「 上程 」は、絶対に許さない！」
かくぎ けってい じょうてい ぜったい ゆる

支援費制度 をより使いやすい制度にすることを求める！「 」
し え ん ひ せ い ど つか せ い ど もと

入所 施設はいらない！地域で生きる権利がある！
にゅうしょ しせつ ちいき い けんり

人生のすべてを、自分で選んで、決める権利がある！
じんせい じぶん えら き けんり

、 、わたしたちに 関係 する 法律 を わたしたちの仲間たちを抜きに
かんけい ほうりつ なかま ぬ

仲 間 た ち の 意 思 を 無 視 し て 、 法 案 を 勝 手 に つ く っ た 厚 生
なかま いし むし ほうあん かって こうせい

労働省 に 対 して断固抗議します！
ろうどうしょう たい だんこ こうぎ
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お 金 が な い と い う 理 由 で 、 仲 間 た ち の 生 活 を 苦 し め る 法 案 を
かね りゆう なかま せいかつ くる ほうあん

勝手に 作 ったことに 強 い 怒 りを 感 じます。
かって つく つよ いか かん

、 。仲 間たちの 生 活 に 関 わることなのに なんで知らせないのですか
なか ま せいかつ かか し

仲 間 た ち に 何 も 知 ら せ ず 、 説 明 の 責 任 も 果 た さ な い 厚 生
なかま なに し せつめい せきにん は こうせい

労働省 が出した「でたらめ 法案 」を 『閣議 決定 『 上程 』す、 』
ろうどうしょう だ ほうあん かくぎ けってい じょうてい

ることは 絶対 に 許 さない！
ぜったい ゆる

この 法案 は わたしたちの仲間たちが 幸 せな 生活 をおくる権利、
ほうあん なかま しあわ せいかつ けんり

を 奪 う 「 人権 侵害 法案 」です。、
うば じんけんしんがいほうあん

行 政 や ふ く し 事 業 者 や 学 者 た ち は 、 福 祉 サ ー ビ ス を 利 用 す
ぎょう せい じ ぎょう しゃ がく しゃ ふく し り よう

る 当 事 者 がいるから仕 事 が成り立っているのに、利 用 している 仲
とう じ しゃ し ごと な た り よう なか

間たちのことなんて 何 も 考 えていません。
ま なに かんが

自 分たちの「事 業」を 大 きく 拡 げ、自分たちの利益を 守 り、増
じぶ ん じぎょう おお ひろ じ ぶ ん り え き まも ふ

やすこと、自分たちのお 金 のことばかり 考 えています。
じぶん かね かんが

こ の ま ま 法 案 が 通 っ て し ま っ た ら 、 支 援 費 制 度 を 使 っ て 地 域
ほうあん とお し えん ひ せい ど つか ち いき

生 活 を 送 っている 仲 間たちは、地域を追われ 入 所 施 設 に閉じ込
せいかつ おく なか ま ち い き お にゅう しょ し せつ と こ

め られ、いま、 入所 施設を利用している仲間たちは、 一生 施設
にゅうしょ しせつ りよう なかま いっしょう しせつ

から出られません。
で
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自 由 に 自 分 の こ と を 選 ん で 、 決 め る 権 利 を 奪 う 「 入 所 施 設 」
じゆう じぶん えら き けんり うば にゅうしょ しせつ

は、 人間 として 幸 せな 生活 をおくる場ではありません。
にんげん しあわ せいかつ ば

「 措置から契 約へ」そして「説 明 責 任 「サービスの選 択・自」
そ ち けいやく せつめいせきにん せんたく じ

己 決 定 当事者 主体 の支援費制度の理念 誰 であってもその 人」「 」 、
こ けってい とうじしゃ しゅたい し え ん ひ せ い ど り ね ん だれ ひと

ら し く 「 一 人 の 人 間 と し て 、 あ た り ま え の 夢 や 希 望 が 実 現 す る
ひ と り にんげん ゆめ き ぼ う じつげん

社 会の創 造」ノーマライゼーションの理 念 は、どこにいったんで
しゃかい そうぞう り ねん

すか。

、 、 。国 は 私 たちの仲間たち 国民 にうそをつき だましたんですね
くに わたくし なかま こくみん

こ れ 以上 、わたしたちの仲間たち、 国民 を 混乱 させ、 苦 しめるこ
いじょう なかま こくみん こんらん くる

とは 絶対 に 許 さない！
ぜったい ゆる

私 たちは ､「しょうがいしゃ」である 前 に 人 間 です。
わたし まえ にんげん

男 も ､ 女 も 、 子 ど も も 、 高 齢 の 人 々 も 「 障 害 」 の あ る 人、
おとこ おんな こ こう れい ひとびと しょう がい ひと

も、ない 人 も、 誰 であっても、地 域 で 必 要 とする 適切 な支援を受
ひと だれ ち いき ひつよう てきせつ しえん う

け て 「 い き い き 、 の び の び 、 ゆ う ゆ う 」 と 生 活 し て い く 権 利 が、
せい かつ けん り

あります。

誰 もが一人の 人間 として、あたりまえの 生活 を 送 ることのでき
だれ ひとり にんげん せいかつ おく

る 「 真 のノーマライゼーション 社会 を 実現 する！」ために、地域
しん しゃかい じつげん ちいき

ふくしサービスを 拡充 し、 入所 施設の 解体 を 強 く 求 めます！
かくじゅう にゅうしょ しせつ かいたい つよ もと
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要求 事項
ようきゅう じこう

１ 「 障害者 自立支援 給付法案」の 白紙撤回を．
しょうがいしゃ じりつ しえん きゅうふ ほうあん はく し てっ かい

強く求める！
つよ もと

２ 閣議決定 上程 しないことを 強く求める！．「 」「 」
かくぎ けってい じょうてい つよ もと

３ 「 支 援 費 制 度 」 を よ り 使 い や す い 制 度 に す る こ．
し え ん ひ せ い ど つか せ い ど

とを強く求める！
つよ もと

．「 」４ 真のノーマライゼーション社会を実現する！
しん しゃかい じつげん

た め に 、 地 域 ふ く し サ ー ビ ス を 拡 充 し 、 入 所
ちいき かくじゅう にゅうしょ

施設の解体を強く求める！
しせつ かいたい つよ もと

【回答期限】
か い と う き げ ん

２００４年２月１５日（火）
ねん
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「障害者自立支援法案」閣議決定
しょうがいしゃ じ り つ し え ん ほうあん か く ぎ けってい

政府は１０日午前、身 体、知的、精 神の障 害別の福祉サー
せいふ と お か ごぜん しんたい ちてき せいしん しょうがいべつ ふくし

ビスを一本化する 障 害 者自立支援法 案 を閣議決 定した 午後 国 会「 」 。 、
いっぽんか しょうがいしゃじりつ しえんほうあん かくぎけってい ご ご こっかい

に提 出する。市 町 村に事 業の責務を課し、障 害 者にも原 則１割の
ていしゅつ しちょうそん じぎょう せきむ か しょうがいしゃ げんそく わり

自己負担を求める。負担が重くなりサービスを利用できなくなると反 対
じ こ ふたん もと ふたん おも りよう はんたい

する障 害 者団 体もあり、国 会で論議になりそうだ。
しょうがいしゃだんたい こっかい ろんぎ

障 害 者が福祉サービスを選 択できる支援費制度は０３年４月にスタート
しょうがいしゃ ふくし せんたく しえん ひ せいど ねんしがつ

した。費用負担は障 害 者の収 入に応じた「応能負担」で、障 害 者
ひよう ふたん しょうがいしゃ しゅうにゅう おう おうのうふたん しょうがいしゃ

は低所 得者が多いため、ほとんどが無 料だった。しかし、初年度から
ていしょとくしゃ おお むりょう しょねんど

予想以 上に利用が多く、財 源不足が問 題になっていた。
よそういじょう りよう おお ざいげんぶそく もんだい

厚 生労 働 省は同 法で国と都道府県に費用の一部を負担させ、サービ
こうせいろうどうしょう どうほう くに とどうふけん ひよう いちぶ ふたん

スを安 定させる代わりに、障 害 者にもサービス 量 に応じて原 則１割
あんてい か しょうがいしゃ りょう おう げんそく わり

を負担する「応 益（定 率）負担」を求める。サービスの内 容は現 行と同
ふたん おうえき ていりつ ふたん もと ないよう げんこう おな

じく障 害 者側の申 請に基づき市 町 村が決める。０６年１ 月の実施を
しょうがいしゃがわ しんせい もと しちょうそん き ねんいちがつ じっし

目指す。
め ざ

月平 均８万４０００円 分のホームヘルプサービスを利用する身 体
つき へいきん えんぶん りよう しんたい

障 害 者の場合 現 行の平 均９００円が５０００円に増える 負担上 限、 。
しょうがいしゃ ばあい げんこう へいきん えん えん ふ ふたんじょうげん

は月 額４万２００円とし、低所 得者には所 得に応じて１万５０００円
げつがく えん ていしょとくしゃ しょとく おう えん

と２万４６００円の上 限を設ける。
えん じょうげん もう

ただし 入 所や通所の施設を利用する際 食 費などの実費も自己負担、 、
にゅうしょ つうしょ しせつ りよう さい しょくひ じっぴ じ こ ふたん

となる。厚 労 省は 急 に負担が重くならないように、施行後３年 間は
こうろうしょう きゅう ふたん おも しこう ご ねんかん

軽 減措置を取る 【玉木達也】。
けいげん そ ち と たまき たつや

毎日新聞 年 月 日 時 分2005 2 10 10 45



ピープルファーストジャパン、なかまのみなさんへ 
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担当課
たんとうか

からイシダ係 長
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から、統合
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あん
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できません」や

「検討中
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です」としか答
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えてくれませんでした。 

 もっとこっちの質問
しつもん

に答
こた

えてほしかった。厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

は逃
に

げているように思
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いました。 

１１月中
がつちゅう

に責任
せきにん

をもって答
こた

えられる人
ひと

ともう一回
いっかい

話
はな

しすることになりました。 

 これかも、みんなで反対
はんたい

していきましょう！ 

  



障害者福祉：
しょうがいしゃ ふ く し

支援費と介護保険の統合 都内で反対集会
し え ん ひ か い ご ほ け ん と う ご う と な い は ん た い しゅうかい

全 国障 害 者介護保 障協 議会など障 害 者団 体が２０日、東 京 都港 区
ぜんこくしょうがいしゃかいご ほしょうきょうぎかい しょうがいしゃだんたい は つ か とうきょうとみなとく

の芝公 園で、支援費制度と介護保険の統 合反 対を 訴 える集 会を開い
しばこうえん しえん ひ せいど かいご ほけん とうごうはんたい うった しゅうかい ひら

た。厚 生労 働 省は身 体、知的、精 神の障 害 者施策を一元化する
こうせい ろうどうしょう しんたい ちて き せいしん しょうがいしゃ しさく いちげんか

「障 害福祉サービス法 （仮 称）を来 年の通 常国 会で上 程する予定」
しょうがい ふくし ほう かしょう らいねん つうじょうこっかい じょうてい よてい

だ。集 会では「サービス法は障 害 者に負担を強いる応 益負担を導 入
しゅうかい ほう しょうがいしゃ ふたん し おうえき ふたん どうにゅう

するなど、介護保険との統 合を前 提にした内 容だ」と、不満や懸念を述
かいご ほけん とうごう ぜんてい ないよう ふまん けねん の

べる声が相次いだ 【玉木達也】。
こえ あいつ たまき たつや

障 害 者支援費制度と介護保険の統 合反 対を 訴 える障 害 者たち＝
しょうがいしゃ しえん ひ せいど かいご ほけん とうごう はんたい うった しょうがいしゃ

東 京 都港 区芝公 園で２０日午後０時２７分、尾籠章裕写す
とうきょうとみなとくしばこうえん は つ か ご ご れいじ ふん うつ

毎 日新 聞 年 月 日 時 分2004 1 0 20 21 27
まいにちしんぶん ねん じゅうがつ は つ か じ ふん



集会
しゅうかい

決議
けつ ぎ

 

 

 

２００３年
ねん

からはじまった支援費
し え ん ひ

がわずか１年間
ねんかん

で財源
ざいげん

不足
ぶそ く

となり厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

は介護
かいご

保険
ほけ ん

との統合
とうごう

の道
みち

を画策
かくさく

してきた。財源論
ざいげんろん

の観点
かんてん

からのみの議論
ぎろん

に対
たい

し、私
わたし

たちは反対
はんたい

を

唱
とな

え、「障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

確立
かくりつ

の実現
じつげん

を求
もと

める全国
ぜんこく

大行動
だいこうどう

」実行
じっこう

委員会
いいんかい

を組織
そしき

し、障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で生活
せいかつ

できる支援費
し え ん ひ

制度
せい ど

を求
もと

めて行動
こうどう

してきた。その行動
こうどう

の一環
いっかん

として、介護
かいご

保険
ほけ ん

統合
とうごう

に異
い

を唱
とな

え、厚労省
こうろうしょう

に対
たい

し二度
に ど

にわたる全国
ぜんこく

大行動
だいこうどう

を行
おこな

ってきた。介護
かいご

保険
ほけ ん

統合
とうごう

が、

今回
こんかい

の見直
みなお

しにおいては先送
さきおく

りされる見通
みとお

しとなったことは我
われ

々
われ

の運動
うんどう

、そして当事者
とうじしゃ

・

現場
げんば

からの根強
ねづよ

い反対
はんたい

の声
こえ

の成果
せいか

である。 

また一〇月
がつ

には厚労省
こうろうしょう

より突如
とつじょ

にグランドデザイン案
ぐ ら ん ど で ざ い ん あ ん

が示
しめ

され、我
われ

々
われ

当事者
とうじしゃ

との協議
きょうぎ

を

一切
いっさい

せず、強行
きょうこう

に法案
ほうあん

提出
ていしゅつ

しようとすることに対
たい

し、今回
こんかい

三日間
みっかかん

連続
れんぞく

の抗議
こうぎ

行動
こうどう

を行
おこな

っ

た。 

今回
こんかい

の行動
こうどう

では三
みっ

日間
かかん

で延
の

べ９００人
にん

が厚労省前
こうろうしょうまえ

に集
あつ

まり、グランドデザイン
ぐ ら ん ど で ざ い ん

の拙速
せっそく

な

議論
ぎろん

に抗議
こうぎ

の声
こえ

を上
あ

げ、最終日
さいしゅうび

には厚労省
こうろうしょう

とのグランドデザイン
ぐ ら ん ど で ざ い ん

をめぐっての交渉
こうしょう

をお

こなった。今回
こんかい

の交渉
こうしょう

は１０月
がつ

２０日
か

大行動
だいこうどう

の際
さい

の交渉
こうしょう

で提起
ていき

した我
われ

々
われ

の問題
もんだい

指摘
して き

に対
たい

し、厚労省側
こうろうしょうがわ

の責任
せきにん

ある回答
かいとう

を求
もと

めるという趣旨
しゅし

のもと行
おこな

われた。 

グランドデザイン
ぐ ら ん ど で ざ い ん

で示
しめ

された認定
にんてい

審査会
しんさかい

、移動
いどう

介護
かい ご

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、応益
おうえき

負担
ふた ん

等
とう

に関
かん

す

る問題点
もんだいてん

をあげ、このグランドデザイン
ぐ ら ん ど で ざ い ん

の内容
ないよう

では障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

が崩壊
ほうかい

してしまうと

いうことを全国
ぜんこく

各地
かく ち

から集
あつ

まった仲間
なかま

達
たち

が口
くち

々
ぐち

に 訴
うった

え、 私
わたし

たち障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

と充分
じゅうぶん

に

論議
ろんぎ

をした上
うえ

で施策化
し さ く か

していくことを求
もと

めた。厚労省
こうろうしょう

は基本的
きほんてき

な姿勢
しせい

を崩
くず

そうとはしなか



ったが、今後
こんご

法案
ほうあん

策定
さくてい

まで継続
けいぞく

協議
きょうぎ

を約束
やくそく

した。 

グランドデザイン
ぐ ら ん ど で ざ い ん

に基
もと

づく障害者
しょうがいしゃ

サービス法
さ ー び す ほ う

の法案
ほうあん

提出
ていしゅつ

は２月
がつ

が予定
よてい

されている。私
わたし

たちに残
のこ

された時間
じかん

は多
おお

くない。30年
ねん

以上
いじょう

に渡
わた

る障害者
しょうがいしゃ

運動
うんどう

が提起
ていき

・実現
じつげん

してきた地域
ちいき

で

の自立
じりつ

生活
せいかつ

を守
まも

り、さらに発展
はってん

させていけるかどうかの岐路
き ろ

に、私
わたし

たちは立
た

っている。今
いま

まで築
きず

きあげてきた行動
こうどう

をさらに広
ひろ

く展開
てんかい

し、グランドデザイン
ぐ ら ん ど で ざ い ん

に対
たい

し、最後
さいご

まで私
わたし

たち

の主張
しゅちょう

を貫
つらぬ

き戦
たたか

いを継続
けいぞく

していくことを決議
けつぎ

する。 

 

平成
へいせい

16年
ねん

12月
がつ

15日
にち

 

 

 

 

「障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

確立
かくりつ

の実現
じつげん

を求
もと

める全国
ぜんこく

大行動
だいこうどう

」実行
じっこう

委員会
いいんかい

 

【呼
よ

びかけ団体
だんたい

】 

ＤＰＩ日本
にほん

会議
かい ぎ

 

全国
ぜんこく

自立
じり つ

生活
せいかつ

センター
せ ん た ー

協議会
きょうぎかい

 

全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

介護
かい ご

保障
ほしょう

協議会
きょうぎかい

 

全国
ぜんこく

公的
こうてき

介護
かい ご

保障
ほしょう

要求者
ようきゅうしゃ

組合
くみあい

 

ピープルファーストジャパン
ぴ ー ぷ る ふ ぁ ー す と じ ゃ ぱ ん

 

全国
ぜんこく

ピアサポートネットワーク
ぴ あ さ ぽ ー と ね っ と わ ー く

（設立
せつりつ

準備会
じゅんびかい

） 



2005年
ねん

2月
がつ

15日
にち

 

厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

 尾辻
お つ じ

秀久
ひでひさ

殿
どの

 

「障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

確立
かくりつ

の実現
じつげん

を求
もと

める全国
ぜんこく

大行動
だいこうどう

」実行
じっこう

委員会
い い ん か い

 

 

「障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援
しえ ん

法案
ほうあん

」上程
じょうてい

に対
たい

する抗議
こう ぎ

、並
なら

びに検討
けんとう

申
もう

し入
はい

れ 
 

 

 私
わたし

たち「障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

確立
かくりつ

の実現
じつげん

を求
もと

める全国
ぜんこく

大行動
だいこうどう

実行
じっこう

委員会
い い ん か い

」は、全国
ぜんこく

各地
か く ち

の

５７６の身体
しんたい

、知的
ち て き

、精神
せいしん

障害
しょうがい

、難病
なんびょう

といった様
さま

々
ざま

な障害
しょうがい

当事者
と う じ し ゃ

団体
だんたい

で組織
そ し き

され、昨
さく

年来
ねんらい

、

障害
しょうがい

種別
しゅべつ

を超
こ

えて地域
ち い き

生活
せいかつ

・自立
じ り つ

生活
せいかつ

を実現
じつげん

できるサービス
さ ー び す

・法制度
ほ う せ い ど

を求
もと

め活動
かつどう

を続
つづ

けて

きた。 

 昨年
さくねん

10月
がつ

に「今後
こ ん ご

の障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

施策
し さ く

の方向
ほうこう

（改革
かいかく

のグランドデザイン案
ぐ ら ん ど で ざ い ん あ ん

）」が示
しめ

され、

わずか３カ月
か げ つ

余
あま

りの議論
ぎ ろ ん

の後
あと

、障害
しょうがい

当事者
と う じ し ゃ

からの抗議
こ う ぎ

・不安
ふ あ ん

の声
こえ

にも係
かか

わらず、去
さ

る２月
がつ

10

日
か

に「障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

法案
ほうあん

」が閣議
か く ぎ

決定
けってい

－国会
こっかい

上程
じょうてい

された。 

 私
わたし

たちは、「グランドデザイン
ぐ ら ん ど で ざ い ん

」とそれに基
もと

づく「自立
じ り つ

支援
し え ん

法案
ほうあん

」は文字通
も じ ど お

り障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

全般
ぜんぱん

に渡
わた

る見直
み な お

しであり、障害者
しょうがいしゃ

をはじめ支援
し え ん

団体
だんたい

、地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

等
とう

、関係者
かんけいしゃ

にその与
あた

える

影響
えいきょう

は極
きわ

めて大
おお

きく、慎重
しんちょう

な検討
けんとう

が必要
ひつよう

であることを重
かさ

ねて提起
て い き

してきた。「私
わたし

たち抜
ぬ

き

に私
わたし

たちのことを決
き

めないでほしい」との、当然
とうぜん

の要求
ようきゅう

に基
もと

づくものである。 

 だが、この間
あいだ

の議論
ぎ ろ ん

を振
ふ

り返
かえ

ると、障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

からの問題
もんだい

提起
て い き

や不安
ふ あ ん

の声
こえ

に対
たい

して、誠意
せ い い

ある対応
たいおう

は見
み

られなかった。むしろ、「これまでの障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

はマダラ色
ま だ ら し ょ く

だった」との粗雑
そ ざ つ

な歴史
れ き し

認識
にんしき

と、「今後
こ ん ご

は一般
いっぱん

制度
せ い ど

に合
あ

わせていく」という障害者
しょうがいしゃ

を取
と

り巻
ま

く実態
じったい

を省
かえり

みな

い制度
せ い ど

設計
せっけい

という、きわめて乱暴
らんぼう

な議論
ぎ ろ ん

が特徴
とくちょう

と言
い

える。 

 「自立
じ り つ

支援
し え ん

法案
ほうあん

」の目的
もくてき

では、「その有
ゆう

する能力
のうりょく

を活用
かつよう

する」ことが自立
じ り つ

の前提
ぜんてい

であるか

のような記述
きじゅつ

がなされ、障害者
しょうがいしゃ

個人
こ じ ん

の努力
どりょく

だけを求
もと

める「自立
じ り つ

」論
ろん

が強調
きょうちょう

されている。こ

れは、国際
こくさい

障害者年
しょうがいしゃねん

以降
い こ う

広
ひろ

がってきた、障害
しょうがい

を社会
しゃかい

環境
かんきょう

との関係
かんけい

でとらえる

ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

の理念
り ね ん

に反
はん

するものである。 

障害者
しょうがいしゃ

の実態
じったい

を知
し

らない委員
い い ん

で構成
こうせい

される市町村
しちょうそん

審査会
し ん さ か い

によるサービス
さ ー び す

決定
けってい

・長時間
ちょうじかん

ケース
け ー す

の審査
し ん さ

、個別
こ べ つ

給付
きゅうふ

としての移動
い ど う

介護
か い ご

の原則
げんそく

廃止
は い し

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の障害
しょうがい

程度
て い ど

のふる

い分
わ

けおよびミニ
み に

施設化
し せ つ か

等
とう

は、1990年代
ねんだい

を通
つう

じて展開
てんかい

されてきた施策
し さ く

展開
てんかい

と大
おお

きく矛盾
むじゅん

す

る。グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

制度化
せ い ど か

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の移動
い ど う

介護
か い ご

制度化
せ い ど か

、利用者
り よ う し ゃ

本位
ほ ん い

・自己
じ こ

決定
けってい

に基
もと

づ

く支援費
し え ん ひ

制度
せ い ど

と、過去
か こ

15年
ねん

、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

の理念
り ね ん

に基
もと

づいて進
すす

められてきた地域
ち い き

生活
せいかつ

のサービス
さ ー び す

を大
おお

きく後退
こうたい

させかねない。応益
おうえき

負担
ふ た ん

と世帯
せ た い

を基本
き ほ ん

においた扶養
ふ よ う

義務
ぎ む

の

実質
じっしつ

強化
きょうか

は、1986年
ねん

施設
し せ つ

費用
ひ よ う

徴収
ちょうしゅう

問題
もんだい

、2000年
ねん

社会
しゃかい

福祉法
ふ く し ほ う

の時
とき

に確
かく

認
にん

されてきた「家族
か ぞ く

か

らの独立
どくりつ

が、自立
じ り つ

への第一歩
だ い い っ ぽ

」「必要
ひつよう

な人
ひと

に必要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を」との基本
き ほ ん

認識
にんしき

、歴史
れ き し

を歪
ゆが

め

るものである。また、国
くに

の定
さだ

める標準的
ひょうじゅんてき

なサービス量
さ ー び す り ょ う

までしか市町村
しちょうそん

に対
たい

する補助
ほ じ ょ

はなさ

れず、上限
じょうげん

が設
もう

けられることになる。これらのことにより、施設
し せ つ

からの地域
ち い き

移行
い こ う

は進
すす

まず、

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

での自立
じ り つ

生活
せいかつ

は壊滅的
かいめつてき

な状況
じょうきょう

になるのではないかとの不安
ふ あ ん

が大
おお

きくな

っている。さらに、「障害
しょうがい

種別
しゅべつ

を超
こ

えた総合化
そ う ご う か

」が当初
とうしょ

言
い

われたが、「谷間
た に ま

の障害者
しょうがいしゃ

」の問題
もんだい

は全
まった

く解決
かいけつ

されていない。 

 以上
いじょう

のように、これまでの障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

の展開
てんかい

を自
みずか

ら否定
ひ て い

し、障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を後退
こうたい

さ



せかねない問題
もんだい

を有
ゆう

する「自立
じ り つ

支援
し え ん

法案
ほうあん

」を、当事者
と う じ し ゃ

抜
ぬ

きで国会
こっかい

上程
じょうてい

したことに対
たい

して、私
わたし

たちは大
おお

きな怒
いか

りをもって抗議
こ う ぎ

する。 

 こうした拙速
せっそく

な進
すす

め方
かた

は、障害
しょうがい

当事者
と う じ し ゃ

のみならず自治体
じ ち た い

、事業者
じぎょうしゃ

を含
ふく

めた関係者
かんけいしゃ

の不信
ふ し ん

を

生
う

み、現場
げ ん ば

に大混乱
だいこんらん

をもたらすこととなる。今一度
い ま い ち ど

、かねてより提起
て い き

している７つの要望
ようぼう

項目
こうもく

について、私
わたし

たちと各課題
か く か だ い

について一
いち

からの議論
ぎ ろ ん

・検討
けんとう

を行
おこな

うことをあわせて求
もと

める

ものである。 

 

 

【私
わたし

たちの７項目
こうもく

要望
ようぼう

】 

 

１．「私
わたし

たち抜
ぬ

きに、私
わたし

たちに関
かん

することを決
き

めないで下
くだ

さい」 

２．当事者
とうじし ゃ

ニード
に ー ど

・自己
じ こ

決定
けってい

を尊重
そんちょう

したサービス
さ ー び す

決定
けってい

を 

３．障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

・社会
しゃかい

参加
さ ん か

の根幹的
こんかんてき

サービス
さ ー び す

としての移動
い ど う

介護
か い ご

を 

４．「必要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を得
え

られること」－実態
じったい

と施策
し さ く

の整合性
せいごうせい

をもった負担
ふ た ん

の仕組
し く

みを 

５．障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

・自立
じ り つ

生活
せいかつ

を重視
じゅうし

したサービス
さ ー び す

のあり方
かた

の検討
けんとう

を 

６．「谷間
た に ま

の障害者
しょうがいしゃ

」問題
もんだい

を解決
かいけつ

する総合的
そうごうてき

な見直
み な お

しを 

７．必要
ひつよう

な事業費
じぎょう ひ

には全額
ぜんがく

国庫
こ っ こ

補助
ほ じ ょ

を、地域
ち い き

生活
せいかつ

基盤
き ば ん

整備
せ い び

の財源
ざいげん

確保
か く ほ

を 

 

 

要望
ようぼう

団体
だんたい

 

 「障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

確立
かくりつ

の実現
じつげん

を求
もと

める全国
ぜんこく

大行動
だいこうどう

」実行
じっこう

委員会
いいんかい

 

 【呼
よ

びかけ団体
だんたい

】 

  ＤＰＩ日本
に ほ ん

会議
か い ぎ

・全国
ぜんこく

自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター
せ ん た ー

協議会
きょうぎかい

・全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

介護
か い ご

保障
ほしょう

協議会
きょうぎかい

 

  全国
ぜんこく

公的
こうてき

介護
か い ご

保障
ほしょう

要求者
ようきゅうしゃ

組合
くみあい

・ピープルファーストジャパン
ぴ ー ぷ る ふ ぁ ー す と じ ゃ ぱ ん

 

  全国
ぜんこく

ピアサポートネットワーク
ぴ あ さ ぽ ー と ね っ と わ ー く

（設立
せつりつ

準備会
じゅんびかい

） 

 【事務局
じむきょく

】全国
ぜんこく

自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター
せ ん た ー

協議会内
きょうぎかいない

 

  八王子市
は ち お う じ し

明 神町
みょうじんちょう

４－１１－１１－１Ｆ 

  ＴＥＬ ０４２６－６０－７７４７  ＦＡＸ ０４２６－６０－７７４６ 

 

＜「障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちい き

生活
せいかつ

確立
かくりつ

の実現
じつげん

を求
もと

める全国
ぜんこく

大行動
だいこうどう

」賛同
さんどう

団体
だんたい

 576団体
だんたい

＞ （略
りゃく

） 

＜賛同
さんどう

個人
こ じ ん

 73名
めい

＞ （略
りゃく

） 
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座り込み行動報告
す わ り こ こうどう ほうこく

文 責：辻直哉（愛知県重 度障 害 者団 体連 絡協 議会・事務局 長 ）
ぶんせき つじなおや あいちけんじゅうどしょうがいしゃだんたいれんらくきょうぎかい じむきょくちょう

２月１５日、抗議文を提 出した後、厚 生労 働 省前で報 告会が開か
にがつ にち こうぎぶん ていしゅつ あと こうせいろうどうしょうまえ ほうこくかい ひら

れた その内 容は 非 常に理不尽な内 容・・・ みんな ざわめき 憤。 、 。 、 、
ないよう ひじょう り ふ じ ん ないよう いきどお

りと熱気がこもる。その 勢 いが、そのまま座り込みとなだれ込んだ。
ねっき いきお す わ り こ な だ れ こ

夕 方六時、この日の天気は下り坂、予報では、夜中から雨が降るという。
ゆうがたろくじ こ の ひ てんき くだりざか よほう よなか あめ ふ

そのことは、みんなが知っていた。それでも、誰も帰ろうとしない。寒さ
し だれ かえ さむ

、 、 。 、との耐 久戦とマイクによる抗議行 動が続く みんな 切 実だ そんな中
たいきゅうせん こうぎこうどう つづ せつじつ なか

ピープルファーストのドラムと歌が響く。その歌は、人 間としての 魂
うた ひび うた にんげん たましい

であり、明るいようで、悲しみと不安の言いようもない叫びだった。誰
あか かな ふあん い さけ だれ

、 。 、もいない官 庁街に 障 害 者の悲鳴のように響きわたる またこの歌は
かんちょうがい しょうがいしゃ ひめい ひび うた

無言で座り続ける者の心叫を代 弁していた。
むごん すわ つづ もの だいべん

２２時過ぎ、気温は、推 定５度以下、生 命に危険が 生 じる状 況。
じ す きおん すいてい ど い か せいめい きけん しょう じょうきょう

事務局からは 深夜の座り込みに対しての危険を呼びかける案 内が 繰り返、 、
じむきょく しんや す わ り こ にたい きけん よ あんない く り か え

し 行 われる。それでも、危険をかえりみずに、座り込みを続ける者が、
おこな きけん す わ り こ つづ もの

２００名前後いた。
めいぜんご

２３時頃、名古屋のＡＪＵ自立の家から、毛布とあったかい豚 汁が配
じごろ な ご や じりつ いえ もうふ とんじる くば

られた。今まで凍えていた者が一気に群がる。気 力だけで座り込みを続
いま こご もの いっき むら きりょく す わ り こ つづ

けていた者にとっては、唯 一、 魂 と 体 が生き返ることができた結果で
もの ゆいいつ たましい からだ い き か え けっか

あろう。だが、ほんの一 瞬だけ一 時あり、この後、ここまで壮 絶にな
いっしゅん いっとき あと そうぜつ

るとは誰も予想しなかったであろう。
だれ よそう

深夜になっても、依然として、寒さに耐えるため体 内から熱を絞り出
しんや いぜん さむ た たいない ねつ し ぼ り だ
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すようにピープルファーストの歌と抗議の 訴 えが続く。
うた こうぎ うった つづ

抗議行 動が、一 段 落した午前３時頃、気温は、すでに０度前後、みん
こうぎ こうどう ひとだんらく ごぜん じごろ きおん ど ぜんご

な意識がもうろうとしていた。なぜか、 体 が揺れていた。それは、本 当
いしき からだ ゆ ほんとう

の地震だった 気 象 庁発 表 震度３ なにか これからの障 害 者福祉。 、 。 、
じしん きしょうちょうはっぴょう しんど しょうがいしゃふくし

を象 徴しているような、不気味な揺れであったと感じる。
しょうちょう ぶ き み ゆ かん

午前４時、厚労 省 の建 物にぶつかった風が向きを変え、真下にいるみ
ごぜん じ こうろうしょう たてもの ふう む か ました

。 、 、んなの体 力を容 赦なく奪い取っていく また 追い打ちをかけるように
たいりょく ようしゃ う ば い と お い う

最 悪の雨が降り始めた かろうじて 迅 速な支援者たちによって 体 力。 、 、
さいあく あめ ふ り は じ じんそく しえんもの たいりょく

、 、 、 、がある者は 仮設テントへ その他は 待機していたリフトカーへ避難し
もの かせつ そ の た たいき ひなん

なんとか難を逃れることが出来た。
なん のが で き

明け方午前７時、朝の出 勤に対 応した抗議行 動とビラまきに着 手、
あ け が た ごぜん じ あさ しゅっきん たいおう こうぎ こうどう ちゃくしゅ

。 、当事者も支援者も気 力だけで動いていたのではないだろうか その後は
とうじしゃ しえんしゃ きりょく うご そ の ご

仮設テント等を撤 収し、 日のデモ行 進に合 流した。16
かせつ とう てっしゅう にち こうしん ごうりゅう

最後に ここからは 私 の 考 えであるが 今 回 凍死するといった人、 、 、 、
さいご わたくし かんが こんかい とうし ひと

は出なかった だがなぜここまで 命 の危険を代 償にしてまで 座り込。 、 、
で いのち きけん だいしょう す わ り こ

みをしなければいけないのか。 私 たちは 「地域で生 活したい、そのた、
わたくし ちいき せいかつ

めの支援」ただ、これだけである。だが、今だからこそ、やらなければ、
しえん いま

この先 必 ず 後 悔するであろう 私 たちに残されたもの それは 思、 。 、 、
こ の さ き かなら こうかい わたくし のこ おも

いつき 考 えついたもの 少しでも可能性があるものについては 徹 底 的、 、 、
かんが すこ かのうせい てっていてき

にやっていくしかないのではないだろうか。それは 「障 害 者が地域に、
しょうがいしゃ ちいき

存 在し、地域で生きる」そのことをみんなに分かってもらう、そんなただ
そんざい ちいき い わ

当たり前のことに、 闘 い続けなければならない。
あ た り ま え たたか つづ
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衆 議 院
しゅうぎいん

議 長 河野 洋 平 殿
ぎちょう こうの ようへい どの

参議院
さんぎいん

議 長 扇 千 景 殿
ぎちょう おうぎ ち かげ どの

２００５ 年 ２ 月１５ 日
ねんにがつ にち

ピープルファーストジャパン 会 長 小田 島 栄 一
かいちょう お だ じまえいいち

577-0023 2049-4-101〒 大 阪 府東 大 阪 市荒 本
おおさかふひがしおおさかしあらもと

06-6789-6637 06-6789-6649でんわ ファックス

請願書
せ い が ん し ょ

自分で選んで決める権利を奪う
じ ぶ ん えら き け ん り うば

「障 害 者自立支援法案」を廃案にしてください！
しょうがいしゃ じ り つ し え ん ほうあん はいあん

入 所施設はいらない！
にゅうしょ し せ つ

わたしたちは地域で暮らしたい！
ち い き く

「 」 、「 」 、介護保険法 案 は２月８日に 障 害 者自立支援法 案 は
かいご ほけんほうあん にがつ ようか しょうがいしゃじりつ しえんほうあん

２月１０日に閣議決 定され、国 会に上 程されました。
にがつ と お か かくぎけってい こっかい じょうてい

「障 害 者自立支援法 案」は 「介護保険制度と障 害保健、
しょうがいしゃ じりつ しえん ほうあん かいご ほけん せいど しょうがい ほけん

福祉施策との統 合」に向けた改 悪法 案であり、仲間たちが地域
ふくし しさく とうごう む かいあく ほうあん なかま ちいき

で暮らす権利、必 要とするサービスを 奪 い、入 所施設に閉じ
く けんり ひつよう うば にゅうしょ しせつ と

こめる「人 権侵 害法 案」です。
じんけんしんがいほうあん

わたしたちはこれまで 地域で 人 としてあたりまえに生きる権利、
ちいき ひと い けんり

、「 」 、を 奪 う制度改 悪に断固抗議し グランドデザイン の白紙撤 回
うば せいどかいあく だんこ こうぎ はくしてっかい

「自立支援法 案」の廃 案を、 強 く 強 く 強 く要 求し 続 けてき
じりつ しえん ほうあん はいあん つよ つよ つよ ようきゅう つづ
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ました。

しかし 厚 生労 働 省 国 は 仲間たちの意見を聞かず 抗議、 、 、 、
こうせいろうどうしょう くに なかま いけん き こうぎ

の 声 を無視して、勝手に法 案をつくりました。この法 案は、い
こえ む し かって ほうあん ほうあん

ったい 誰 のための法 案なのでしょうか。
だれ ほうあん

わたしたちの仲間たちが地域で生 活していくためには、さまざ
なかま ちいき せいかつ

まな適 切な支援が必 要です。
てきせつ しえん ひつよう

この法 案が決まってしまったら、支援費制度がはじまる 前 の、
ほうあん き しえん ひ せいど まえ

困 ったことを 抱 え、がまんする生 活に 戻 ってしまいます。
こま かか せいかつ もど

わたしたちは不安で不安で、どうしていいのかわかりません。
ふあん ふあん

厚 生労 働 省の役 人、専 門 官の誰一人として、わたしたちの
こうせい ろうどうしょう やくにん せんもんかん だれひとり

意見を聞いてくれませんでした。
いけん き

もう国 会議員のみなさんに、 頼 むしかありません。
こっかいぎいん たの

でも、わたしたちは、信 用できる国 会議員を知りません。
しんよう こっかいぎいん し

誰 に 頼 めばいいのかわかりません。
だれ たの

どうかどうか、お願いします。
おねが

わたしたちの仲間たちの意見を、しっかりと聞いてください。
なかま いけん き

この法 案を廃 案にして、わたしたちを 交 えて、いちからやり 直
ほうあん はいあん まじ なお

してください。

誰 もが一人の人 間として、あたりまえの生 活を 送 ることがで
だれ ひとり にんげん せいかつ おく

きる 真 のノーマライゼーション社 会の実 現を わたしたちは 強、 、
しん しゃかい じつげん つよ

く 強 く 強 く要 求します。
つよ つよ ようきゅう

わたしたちは しょうがいしゃで あるまえに 人 間です！
にんげん



資料 ９
し り ょ う

「カリタスの家」虐待事件
い え ぎゃくたい じ け ん

関連資料
か ん れ ん し り ょ う

６１～６３ページ １ ２ 月１０日に国・福 岡 県・社 会福祉法 人
じゅうにがつ と お か くに ふくおかけん しゃかいふくしほうじん

「かいたっくす」に提 出した抗議文
ていしゅつ こうぎぶん

６４ ページ 上 記にたいする国の回 答
じょうき くに かいとう

６５～６７ページ １ ２ 月２１～２２日の緊 急特別 行 動の調 査報 告
じゅうにがつ にち きんきゅうとくべつこうどう ちょうさほうこく

６８～７０ページ ３ 月２４日に国・福 岡 県・社 会福祉法 人
さんがつ にち くに ふくおかけん しゃかいふくしほうじん

「かいたっくす」に再提 出した抗議文
さいていしゅつ こうぎぶん

７１ ページ 上 記にたいする福 岡 県の回 答
じょうき ふくおかけん かいとう

７２～７５ページ ３ 月２４～２５日の緊 急特別 行 動の調 査報 告
さんがつ にち きんきゅうとくべつこうどう ちょうさほうこく

７６～７９ページ 「カリタスの家」虐 待事件のニュース
いえ ぎゃくたいじけん
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２００４年１ ２ 月１０日
ねんじゅうにがつ にち

厚 生労 働大 臣 尾辻 秀 久 殿
こうせいろうどうだいじん おつじ ひでひさ どの

福 岡 県知事 麻生 渡 殿
ふくおかけん ち じ あそう わたる どの

社 会福祉法 人「かいたっくす」理事 長 滑 石 七五三夫 殿
しゃかいふくしほうじん り じ ちょう なめらいし し め お どの

ピープルファーストジャパン

会 長 小田島 栄 一
かいちょう おだじま えいいち

〒 大阪府東 大 阪 市荒 本2049-4-1015 7-00237
おおさかふひがしおおさかしあらもと

はっしんきち ザ・ハート内
ない

tell 06-6789-6637 fax 06-6789-6649

「カリタスの家」での虐待に対する抗議と要求書
いえ ぎゃくたい たい こ う ぎ ようきゅう しょ

わたしたち ピープルファーストジャパン は ふくしサービスを利用している当事者「 」 、
りよう とうじしゃ

の全 国組織であり 「しょうがい」と呼ばれる社 会生 活 上の困 難をもつ仲間た、
ぜんこくそしき よ しゃかいせいかつじょう こんなん なかま

ちへの虐 待事件や差別をなくすために 闘 っている運 動団 体です。
ぎゃくたいじけん さべつ たたか うんどうだんたい

わたしたちは 「カリタスの家」での仲間たちに対する虐 待事件を新 聞報 道等、
いえ なかま たい ぎゃくたいじけん しんぶんほうどうとう

で知りました。
し

以下は、全 国の仲間たちから寄せられた言葉です。
い か ぜんこく なかま よ ことば

わたしたちの仲間を
なかま

ボクシンググローブで「顔がいいか、腹がいいか」と なぐった。
かお はら

炭や唐辛子を だまして 食べさせた。木 酢液を だまして 飲ませた。
すみ とうがらし た もくさくえき の

食 事を食べるのがおそいといっては、なぐった。
しょくじ た

施設 長 が熱 湯のコーヒーを 力 ずくで無理やり３杯のませて大やけどをさせた。
しせつちょう ねっとう ちから む り ばい おお

職 員の暴 力を、言葉をはなせない当事者のせいにした。
しょくいん ぼうりょく ことば とうじしゃ

お金を何 百 万円も勝手につかって、かえさない。
かね なんびゃくまんえん かって

、 。新 聞にお金のことを書かれたら 入 所している仲間たちのお金からかえした
しんぶん かね か にゅうしょ なかま かね

わたしたちを いったい なんだと 思っているんだ！「カリタスの家」は、
おも いえ

わたしたちの仲間が「人 間らしく」生きることをうばわれた、とんでもないと
なかま にんげん い

ころです。

今も 「カリタスの家」でくらしている仲間たちが、今、どんな気持ちで、、
いま いえ なかま いま き も

毎 日をすごしているのか。つらく、苦しい思いをしていることだと思います。
まいにち くる おも おも
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言葉がでない仲間たちは、どれだけ苦しんでいるのか。
ことば なかま くる

わたしたちは、仲間たちをたすけてあげたい。
なかま

そして、このひどい虐 待は、６年もの長 い 間、 行 われていたこと、その間さ
ぎゃくたい ながいあいだ おこな かん

まざまに、行 政へ「この施設の虐 待をなんとかしてほしい」と 訴 えた人 々が
ぎょうせい しせつ ぎゃくたい うった ひとびと

あることを知りました。
し

虐 待は、暴 力は、人 のお金を 黙って盗ることは 犯 罪ではありませんか。
ぎゃくたい ぼうりょく ひと かね だま と はんざい

犯 罪を「見て見ぬふり」をするものは共 犯者です。
はんざい み み きょうはんしゃ

なぜ、法 律で罰しないのですか。
ほうりつ ばっ

なぜ 「カリタスの家」の仲間たちを助けることは できなかったのですか。、
いえ なかま たす

なぜ 虐 待をする施設のごまかしや でたらめを信じて 仲間たちや 心 ある人 々、 、 、
ぎゃくたい しせつ しん なかま こころ ひとびと

の 訴 えを信じないのですか。
うった しん

、 。これは あなたたちの 心 に差別の 考 えがあるからだと わたしたちは断 言します
こころ さべつ かんが だんげん

わたしたちは あなたたちに対して ここに強い怒りをもって抗議するとともに 今、 、 、
たい つよ いか こうぎ いま

からでも遅くないから、仲間たちの声をよく聴き、虐 待をした犯 罪者と虐 待
おそ なかま こえ き ぎゃくたい はんざいしゃ ぎゃくたい

を「見て見ぬふり」した共 犯者 に厳しく重たい罪をあたえることを強く強くも
み み きょうはんしゃ きび おも つみ つよ つよ

とめます。

職 員や施設 長 は、自分たちがした暴 力で仲間が苦しむところをみても、それ
しょくいん しせつちょう じぶん ぼうりょく なかま くる

を「面 白半 分に」笑い 「虐 待ではない」と言うではありませんか。、
おもしろはんぶん わら ぎゃくたい い

直 接、虐 待をした犯 罪者だけではなく「カリタスの家」の職 員は、わた
ちょくせつ ぎゃくたい はんざいしゃ いえ しょくいん

したちと同じ「人 間」ではない！言葉で伝えられない仲間ばかりをねらい、話すこ
おな にんげん ことば つた なかま はな

とのできる仲間には 口どめをする 人 間の 心 がない 許すことのできない人、 。「 」 、
なかま くち にんげん こころ ゆる ひと

たちです。

わたしたちは、今 回の｢虐 待事件｣をふくしサービスを利用する仲間に 対 する
こんかい ぎゃくたい じけん りよう なかま たい

。 「 」人 権侵 害であり重 大な事件と 考 えます 次から次へと出てくる 虐 待報 道
じんけんしんがい じゅうだい じけん かんが つぎ つぎ で ぎゃくたいほうどう

の一つ一つに、わたしたちは、信じられない思いと 「ゆるせない」気持ちでいっぱ、
ひと ひと しん おも き も

いになり、強い怒りがこみあげてきます。
つよ いか

以 上の 点から、以下の 要 求に対する 回 答を 文 書で もとめます。
いじょう てん い か ようきゅう たい かいとう ぶんしょ
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要 求項目
ようきゅうこうもく

１， 施設を運 営する人や職 員、関 係行 政が、虐 待の事実を すべて
しせつ うんえい ひと しょくいん かんけいぎょうせい ぎゃくたい じじつ

あきらかにし 社 会に 公 開することを 強くもとめる。
しゃかい こうかい つよ

２， 虐 待被害者に対する 損 害を賠 償するだけではなく、 心 にきずを
ぎゃくたいひがいしゃ たい そんがい ばいしょう こころ

おった すべての「カリタスの家」の利用者に謝 罪し、
いえ りようしゃ しゃざい

慰謝 料 を支払うことを 強くもとめる。
いしゃりょう し はら つよ

３， 施設を運 営する人や 職 員が、全 員やめ、二度と「ふくし」の現場に
しせつ うんえい ひと しょくいん ぜんいん に ど げんば

出て こないことを 強くもとめる。
で つよ

４， 「カリタスの家」を 利用する すべての当事者が、 地域でくらせる
いえ りよう とうじしゃ ちいき

サービスを利用し 「カリタスの家」を 閉鎖 することを 強くもとめる。、
りよう いえ へいさ つよ

５，上 記、要 求項 目に対して文 書回 答を強く要 求するものである。
じょうき ようきゅうこうもく たい ぶんしょかいとう つよ ようきゅう

以 上
いじょう

回答期限－２００５年１月１５日（土）必 着 とする。
かいとう き げん ねん がつ にち ど ひっちゃく

回答送付先
かいとうそう ふ さき

ピープルファーストジャパン全国事務 局
ぜんこく じ む きょく

会 長 小田島 栄一
かいちょう お だ じ ま えいいち

5 7-0023〒 7

大阪府東大阪市荒本2049-4-101
おおさかふ ひがしおおさかしあらもと

はっしんきち ザ・ハート内
ない
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「カリタスの家」虐待事件 調査報告
いえ ぎゃくたい じ け ん ち ょ う さ ほ う こ く

生田進
い く た すすむ

「カリタスの家」の職 員は 「人 間ではない」と言った。、
いえ しょくいん にんげん い

。 。 、 。でもそんなことはない はらたった 人 間やから 悪いことしたんや
にんげん わる

玄 関に鍵しめてた。当事者が出やんように。みんな苦しんでた。
げんかん かぎ とうじしゃ で くる

一 番したらあかんことや。あそこの職 員は口ばっかりやった。
いちばん しょくいん くち

とじこめられたら、苦しい。動 物みたいになってしまう。
くる どうぶつ

話 を聞いた人は、みんな地域でくらすのは無理って言ってたけど、
はなし き にん ちいき む り い

僕は、いけると思う。みんな地域でくらせる。地域に出したら、
ぼく おも ちいき ちいき だ

元気になる。
げんき

県 庁の人は、 話 、何も聞いてないと思う。ほとんどきいてない。
けんちょう にん はなし なに き おも

これからも、しっかり言っていかなあかん。
い

県 庁 に行ったとき、自立生 活センターの人がたくさんきてくれて
けんちょう い じりつせいかつ にん

すごかった。 力 になった。 話 もよくわかってもらった。
ちから はなし

これから 力 をあわせてやっていきたい。
ちから

梅原義教
うめはら よし のり

なんでこんな事件があったのか、職 員ははっきり言ってない。
じけん しょくいん い

もっとはっきり言わなあかん。職 員がはっきりしてないから
い しょくいん

この事件がおきた。当事者がどうやったら、うまくいくか、
じけん とうじしゃ

職 員は見てない。支援がたらん。職 員の注 意がたらん。
しょくいん み しえん しょくいん ちゅうい

職 員同士で 話 がついてないんや。
しょくいんどうし はなし

博多の人 自立生 活センターにいた当事者 は はっきりしてると思（ ） 、
はかた にん じりつせいかつ とうじしゃ おも

う。時間はかかるけど、ピープルファーストはできると思う。
じかん おも
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沢井克之
さ わ い かつゆき

、「 」 、これまでの事件の中でも カリタスの家 は今までで一 番ひどい事件で
じけん なか いえ いま いちばん じけん

こういう事件を今後起こさないようにしていったり、福 岡 県 庁 も
じけん こんご お ふくおかけんちょう

「こういうことは協 力できません 」とかではなく、ピープルファース。
きょうりょく

トジャパンと協 力してもらって 「カリタスの家」も閉鎖になって、ま、
きょうりょく いえ へいさ

た 新 しくグループホームとか、地域生 活が出来るように、変わっていっ
あたら ちいき せいかつ で き か

てもらいたいと思います。
おも

すぐには解 決できなくて、これから時間がだいぶかかりそうだけれど、
かいけつ じかん

福 岡の仲間たちも「これからピープルファースト福 岡になって、一 緒に
ふくおか なかま ふくおか いっしょ

頑張っていきたいと思う 」と話してくれた。。
がんば おも はな

全 国の仲間たちと一 緒に 力 を合わせ、助け合って 「カリタスの家」の、
ぜんこく なかま いっしょ ちから あ た す け あ いえ

、 。仲間たち全 員を解 放して 地域で暮らせるようにしたいと思っています
なかま ぜんいん かいほう ちいき く おも

井亀登志夫
い がめ と し お

カリタスの家に行って、面会を求め「カリタスの施設 長 はいない」と言
いえ い かい もと しせつちょう い

われ 「僕らは話し合いに来ました」と言ったのに会わしてもらえません、
ぼく は な し あ き い あ

でした。カリタスの家に行ってびっくりしたのは、鍵をすぐにかけたりす
いえ い かぎ

るのです。何であんなことをするのかわかりません。カリタスの家を出た
なん いえ で

かっているのに、何で出さないようにするのか分かりません。人 間の自由
なん だ わ にんげん じゆう

があると思うと外に出してあげてもいいと思う。僕らも人です。人とし
おも そと だ おも ぼく ひと ひと

てみてください。

近藤竜治
こんどう りゅうじ

１ ２ 月２１日福 岡の福祉施設、カリタスの家へ虐 待などの問 題につい
じゅうにがつ にちふくおか ふくし しせつ いえ ぎゃくたい もんだい

て抗議文を持って、行きました。朝 早く、らんらん作 業所を出ました。
こうぎぶん も い あさはや さぎょうしょ で

途 中高 速道路で交 通事故が起きて２時間ほどかかりました。お昼になっ
とちゅうこうそく どうろ こうつう じ こ お に じ か ん ひる
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て九 州につき、今 回のチームと合 流して 話 をききました 、Ａさん。
きゅうしゅう こんかい ごうりゅう はなし

が 涙 ながらに、カリタスの家のことを教えてくれました。前 々からだい
なみだ いえ おし まえまえ

たい分かっていたのですが、情けなかったです。そしてカリタスの家に行
わ なさ いえ い

。 、きました まずヘルメットをかぶった当事者の人に職 員を呼んでもらい
とうじしゃ にん しょくいん よ

入り口の鍵を開け、職 員が出てきました。もう少しで門 前 払いを食らい
い り ぐ ち かぎ あ しょくいん で も う す こ もんぜんばら く

そうになりましたが 何とか抗議文を読みました 抗議文を読んでいる時、 。
なん こうぎぶん よ こうぎぶん よ とき

の雰囲気を思い出すと怖いような 長居できないような感じでした 今 回、 。
ふ ん い き お も い だ こわ ながい かん こんかい

のことを振り返ると職 員のやっていることは犯 罪です。今後も注 意して
ふ り か え しょくいん はんざい こんご ちゅうい

見守りましょう。
みまも
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２００５ 年 ３月 ２４ 日
ねんさんがつ にち

厚 生労 働大 臣 尾辻 秀 久 殿
こうせいろうどうだいじん おつじ ひでひさ どの

福 岡 県知事 麻生 渡 殿
ふくおかけん ち じ あそう わたる どの

社 会福祉法 人「かいたっくす」理事 長 伊藤 隆夫 殿
しゃかいふくし ほうじん り じ ちょう いとう たかお どの

ピープルファーストジャパン

会 長 小田島 栄 一
かいちょう お だ じ ま えいいち

〒 大 阪 府東 大 阪 市荒 本2049-4-101577-0023
おおさかふひがしおおさかしあらもと

はっしんきち ザ・ハート 内
ない

tell 06-6789-6637 fax 06-6789-6649

「カリタスの家」での虐 待に対する
いえ ぎゃくたい たい

再抗議と要 求
さいこうぎ ようきゅう

、 、 「 」「 」わたしたちは ２００４ 年 １２月 １０日付けで 上記 大臣 知事
ねんじゅうにがつ にちづ じょうき だいじん ちじ

「理事 長 」 宛 の「抗議と 要求 書 」を 提出 し、 文書 での 回答 を 求
りじ ちょう あて こうぎ ようきゅう しょ ていしゅつ ぶんしょ かいとう もと

めました。

２ ０ ０ ５ 年 １ 月 １ ２ 日 付 け で 「 厚 生 労 働 省 社 会 援 護 局、
ねん いちがつ にちづ こうせい ろうどうしょう しゃかい えんご きょく

障害 保健福祉部 障害 福祉課」より 回答 がありましたが、わたしたちの
しょうがい ほけん ふくし ぶ しょうがい ふくし か かいとう

５つの 要求 項目 に対して、 何 ひとつ 納得 のいく 回答 が得られませんで
ようきゅうこうもくにたい なに なっとく かいとう え

した。

そのため２００５ 年 ３月 ７ 日 、施設での 虐待 事件について、 厚生
ねん さんがつ にち しせつ ぎゃくたい じけん こうせい

労働省 の 担当 者 と 直接 会 って話し合い、 虐待 施設を「野放し」に
ろうどうしょう たんとうしゃ ちょくせつかい はなしあ ぎゃくたいしせつ のばな

、 、 。し 続 けてきた 厚生労働省 国 の 責任 を 追及 し 強 く抗議しました
つづ こうせいろうどうしょう くに せきにん ついきゅう つよ こうぎ

いまだ 「 福岡県 「かいたっくす」からの 回答 は 一切 ありません。、 」
ふくおかけん かいとう いっさい

この 間 、 新聞 報道 で「２月 中旬 、保護者らの自宅に原田秀樹・ 前
かん しんぶん ほうどう にがつ ちゅうじゅん ほごしゃ じたく はらだ ひでき ぜん

施設 長 を擁護する 嘆願 書 が 送 られてきた。 署名 を 求 める 文書 も添え
しせつ ちょう ようご たんがん しょ おく しょめい もと ぶんしょ そ

られていた 『わたしがいないと、施設からお子さんが追い出される。どうか。
しせつ おこ おいだ

』。 、私 を 応援 してください 前 施設 長 自 らが保護者に電話をかけたり
わたくし おうえん ぜんしせつちょうみずか ほごしゃ でんわ

呼び出したりするようになった」ということを知りました。
よびだ し
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何 で 虐待 を見過ごし、 自 らも仲間たちに対して 虐待 する施設 長
なん ぎゃくたい みす みずか なかま にたい ぎゃくたい しせつ ちょう

を 守 るために、 応援 しなきゃならないんだ！
まも おうえん

いまだにこんな 人間 を施設に 残 し 続 けていることが 間違っているんだ！、
にんげん しせつ のこ つづ まちが

すぐに辞めさせろ！そして 虐待 をした 犯罪 者 として 罰 しろ！
や ぎゃくたい はんざいしゃ ばっ

、 、「 」福岡県 は 原田 前 施設 長 を 職員 として 残 すような かいたっくす
ふくおかけん はらだ ぜんしせつちょう しょくいん のこ

が 作成 した 改善指導 への 回答 を受理せず、 再提出 を 求 めたようです
さくせい かいぜんしどう かいとう じゅり さいていしゅつ もと

が、もっと 急 いで 解決 に向けて 対応 するべきです。
いそ かいけつ む たいおう

待ってばかりいないで、 積極的 に施設 長 や、 虐待 を見て見ぬふりし
ま せっきょくてき しせつ ちょう ぎゃくたい み み

ていた 職員 たちを辞めさせるべきです。
しょくいん や

こんな施設は、 一日 も 早 く 解散 させるべきです。
しせつ いちにち はや かいさん

施設があり 続 けるかぎり、 虐待 を 直接 受けた仲間や、 虐待 を見て
しせつ つづ ぎゃくたい ちょくせつ う なかま ぎゃくたい み

いた仲間たちの 痛 み、 苦 しみ、 恐怖 、こころの 傷 は、 決 して取り除くこ
なかま いた くる きょうふ きず けっ とりのぞ

とはできません。

３月 ２１ 日 に、尾辻 厚生 労働 大臣 や塩田 障害 保健福祉 部長 が「カ
さんがつ にち おつじこうせいろうどうだいじん しおたしょうがいほけんふくしぶちょう

リタスの 家 」を視察したことを、 新聞 報道 で知りました。
いえ しさつ しんぶんほうどう し

大臣 は、 次 のように 話 したと書いてありました。
だいじん つぎ はな か

・ 強度 行動 障害 という 障害 の程度が 重 い 方 を 預 かっている施設の「
きょうどこうどうしょうがい しょうがい ていど おも かた あず しせつ

大変 さをあらためて 感 じた」
たいへん かん

・ 理事 会 の 方 も 情熱 や理念があって受け入れているが、 障害 の程度「
りじ かい かた じょうねつ りねん うけい しょうがい ていど

と 職員 の 能力 に乖離があると悲劇が起きる 今回 のケースもその悲劇。
しょくいん のうりょく かいり ひげき お こんかい ひげき

の 一 つ」
ひと

・ 職員 の 能力 を上げるために 国 に 何 ができるか、よく整理して 考「
しょくいん のうりょく あ くに なに せいり かんが

えて 応 えを出したい」
こた だ

「 障害 の程度が 重 い」仲間たちは、 虐待 を受けてもしょうがないって
しょうがい ていど おも なかま ぎゃくたい う
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いってるのと 同 じじゃないか。
おな

施設が受け入れたのは 「 情熱 や理念」じゃない！「 金 」だけだ。、
しせつ うけい じょうねつ りねん かね

仲間たちを、食い物にしてきただけだ。いいかげんにしろ！
なかま くいもの

虐待 を受け続けてきた仲間たちに対して、 思 いやる言葉、 謝罪 の言葉
ぎゃくたい うけつづ なかま にたい おも ことば しゃざい ことば

は 一 つもありません。いったい 何 しに行ったんだ！
ひと なに い

虐待 を受けている仲間たちの 痛 み 苦 しみと それを感じ取れない 大臣、 、
ぎゃくたい う なかま いた くる かんじと だいじん

とは、あまりに「乖離 （かけはなれている）があるんじゃないか。」
かいり

こんなんじゃ「悲劇」は、 続 くに決まっている！
ひげき つづ き

「 国 に 何 ができるか、よく整理して 考 え 答 えを出したい」
くに なに せいり かんが こた だ

国 にできることは、すべての 入所 施設を 解体 することだ！
くに にゅうしょしせつ かいたい

仲間たちが施設を出て、地域で生きるために 必要 とする 適切 なサービスを
なかま しせつ で ちいき い ひつよう てきせつ

拡充 することだけだ！
かくじゅう

いつまで 考 えているんだ！
かんが

考 えている 間 にも、仲間たちは 虐待 、権利 侵害 を受け続けているん
かんが あいだ なかま ぎゃくたい けんり しんがい うけつづ

だ！

法人 も 福岡県 も 厚生 労働省 も、 責任 のがれは、もうやめろ！
ほうじん ふくおかけん こうせいろうどうしょう せきにん

、 「 」 、こころに 傷 をおった すべての カリタスの 家 を利用している仲間たちに
きず いえ りよう なかま

しっかり 謝罪 し、 慰謝料 を支払え！
しゃざい いしゃりょう しはら

わたしたちは しょうがいしゃで あるまえに 人間 なんだ！
にんげん

以上 、 怒 りを持って抗議し、 早急 にわたしたちの 要求 項目 に対し
いじょう いか も こうぎ さっきゅう ようきゅう こうもく にたい

て、 納得 のいく 回答 を、再度 強 く 強 く 強 く 求 めます。
なっとく かいとう さいどつよ つよ つよ もと
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許すな虐待！！緊急特別行動貫徹2005.3.23 24～

ゆる ぎゃくたい きんきゅうとくべつこうどうかんてつ

虐待施設徹底糾弾！福岡「カリタスの家」抗議行動
ぎゃくたいし せ つ てっていきゅうだん ふくおか いえ こ う ぎ こうどう

今 月２３日福 岡 県頴田町の
こんげつ にちふくおかけんかいたまち

大虐 待施設「カリタスの家」
だいぎゃくたいしせつ いえ

への抗議行 動を 行 う北 海 道
こうぎこうどう おこな ほっかいどう

から沖 縄まで、まさに全 国か
おきなわ ぜんこく

ら結 集した『ピープル･ファー
けっしゅう

スト ジャパン』の仲間たち。
なかま

中 央ジャージ 姿 が、虐 待
ちゅうおう すがた ぎゃくたい

張 本 人前施設 長 原田秀樹 現 在も総務部 長だとかと言って カリタスの家 に居座。 「 」
ちょうほんにんぜんしせつちょうはらだひでき げんざい そうむぶちょう い いえ いすわ

っている。断固許すな！！
だんこゆる

★仲間たちからの報告★
な か ま ほ う こ く

●「僕はやっぱり、昨日カリタスに行って、職 員が言ったのは、虐 待はそ
ぼ く きのう い しょくいん い ぎゃくたい

れは違うと言っていた それは ぼくは 絶 対ぼうりょくだとおもう こ。 。」 「
ちが い ぜったい

ういうしせつは あちこちに いっぱいある。こういう施設は 攻めていったほ
しせつ せ

うがいい」

ＰＦＪ緊急行動報告
ピープル・ファースト ジャパン き ん き ゅ う こ う ど う ほ う こ く
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●「きのう かりたすの家と県 庁といってきましたけど、福 岡 県 庁 は
いえ けんちょう ふくおかけんちょう

不適切な行為とは言ったけど虐 待とはみとめていない、不適切な行為とだけ
ふてきせつ こうい い ぎゃくたい ふてきせつ こうい

しかいってなかったからそれが 頭 にきました。きのうの原田前施設 長 は
あたま はらだぜんしせつちょう

当事者が自分で熱いコーヒーをのんだといったが、はたしてそれが本 当か、
とうじしゃ じぶん あつ ほんとう

原田前施設 長 が のましたとおもいます 」。
はらだぜんしせつちょう

●「福 岡 県 庁 にいったときに最後にいったけどわたしたちは障 害 者であ
ふくおかけんちょう さいご しょうがいしゃ

るまえにひとりの人 間です、一人のにんげんとしてあつかってください、とい
にんげん ひとり

うことです 」。

● 抗議をやって 昨日いっこもわかってないなと思いました だから福 岡 県行「 、 。
こうぎ きのう おも ふくおかけん い

ってもまったくわかってないなと障 害 者なめてんねと思いました。これはあ
しょうがいしゃ おも

かんなと僕は思ってるから、これは時間かけていいから、もっといかなあかん
ぼく おも じかん

なと思った 」。
おも

★カリタスの家で見てきたこと★
い え み

☆入所体験をもつ仲間がこう感じました☆
にゅうしょた い け ん な か ま か ん

カリタスの人に文句をいいました。事件があったという職 員が、何でいろ
ひと もんく じけん しょくいん なん

んなものを食わせたと言っていた。認めたことは、コーヒー３杯煮立っていた
く い みと はい に た

のをのませた・炭とか唐辛子とかいろんなことがあったと言っていました。
すみ とうがらし い

、 、（ ） 、そんな施設は解 体です といったり 腕を 結わかれていた人もいたから
しせつ かいたい うで ゆ ひと

そんな職 員やめてもらいたい。親が（結わいても）いいといったことについ
しょくいん おや ゆ

て、ぼくはうそだと思う。こんなことではゆるせない。ぜったいゆるさない。
おも

ぼくたちのまわりにも、言えない人がいっぱいいます。なんか盗ると、やさ
い ひと と

しく介護者が、納 得いくように聞いています。そんな仲間も、大事にしていま
かいごしゃ なっとく き なかま だいじ

す。施設はなんで暴 力になるのか。職 員は給 料高いお金もらっている
しせつ ぼうりょく しょくいん きゅうりょうたか かね

んじゃないよ。ばかばっかりいってるんじゃないよ。

原田は年 金をつかっていた。なんでそんなことゆるさないよ。
は ら だ ねんきん
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★ ★厚生労働省に再度抗議する！！
こうせいろうどうしょう さ い ど こ う ぎ

２００５年３ 月にピープルファーストジャパンの緊 急特別 行 動として
ねんさんがつ きんきゅうとくべつこうどう

「カリタスの家」に要 求書をもっていきました。
いえ ようきゅうしょ

要 求書を渡したあと、施設内に入りました。
ようきゅうしょ わた しせつない はい

ボクシンググローブでなぐられた利用者に会うためです。
りようしゃ あ

玄 関をはじめとしたドアすべてにカギがかかっていました。なぐられた利用
げんかん りよう

者の顔には跡が残っていました。
しゃ かお あと のこ

だれもが見えないところでやるのはほんとうにひどい、ひどすぎます。
み

隣 の部屋から「ドンドン」とドアをたたく音が聞こえ、なんと、両 手をタ
となり へ や おと き りょうて

オルでしばられた利用者がでてきました。まさしく虐 待の中の虐 待です。
りようしゃ ぎゃくたい なか ぎゃくたい

自分は今までいろんな入 所施設をみましたが、あそこまでひどい施設はみ
じぶん いま にゅうしょしせつ しせつ

たことがありません。

しかし、尾辻厚 生労 働大 臣が視察にカリタスの家にきましたが、何 一つ
おつじこうせいろうどうだいじん しさつ いえ なにひと

も変えようとはしません。かえって施設を評 価するばかりです。
か しせつ ひょうか

いつまでたっても変わりません。
か

まるで、大 臣も見て見ぬふりをしているみたいです。
だいじん み み

次の日に福 岡 県 庁 に要 求書を持っていきましたが 「虐 待じゃなく、
つぎ ひ ふくおかけんちょう ようきゅうしょ も ぎゃくたい

不適切な行為である」と最後まで虐 待とは認めませんでした。
ふてきせつ こうい さいご ぎゃくたい みと

あきらかに虐 待です。
ぎゃくたい

いくら原田が施設 長 をやめても、原田は、カリタスの家にいる限り虐 待
はらだ しせつちょう はらだ いえ かぎ ぎゃくたい

が続きます。
つづ

ピープルファーストジャパンとして厚 生労 働 省に再度抗議をしていきた
こうせいろうどうしょう さいどこうぎ

い。最後まで 闘 います。
さいご たたか
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わたしたちは、虐待施設を絶対にゆるさないぞ！
ぎゃくたい し せ つ ぜ っ た い

福岡県は虐待施設を擁護するのではなく、閉じ込
ふ く お か け ん ぎゃくたい し せ つ よ う ご と じ こ

められ、虐待を受けている仲間のために責任を果
ぎゃくたい う な か ま せ き に ん は

たせ！

国、厚生労働省は、県に責任をなすりつけるな！
くに こ う せ い ろうどうしょう け ん せ き に ん

厚生労働省の監督責任徹底追及！！
こ う せ いろうどうしょう か ん と く せ き に ん て っ て いついきゅう

入所施設はいらない！
にゅうしょ し せ つ

わたしたちは、仲間たちは地域で暮らしたい！
なかま ち い き く

真のノーマライゼーション社会の実現を！
し ん し ゃ か い じ つ げ ん

わたしたちは「障害者」であるまえに人間だ！
しょうがいしゃ に ん げ ん

ピープルファースト ジャパン

大阪府東 大 阪 市荒 本２０４９－４－１０１はっしんきちザ☆ハート内
おおさかふひがしおおさかしあらもと ない

電話：０６－６７８９－６６３７ ＦＡＸ：０６―６７８９－６６４９
でんわ

http://www.pf-japan.jp info@pf-japan.jp
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カリタスの家：傷 害容疑で立件へ 悪質なケースを確認
いえ しょうがい よ う ぎ りっけん あくしつ かくにん

福 岡 県頴田（かいた）町の知的障 害 者更 生施設「カリタスの家」の
ふくおかけん かいた まち ちてき しょうがいしゃこうせい しせつ いえ

職 員らが入 所者にやけどを負わせたり、暴 行を加えるなどの虐 待を
しょくいん にゅうしょしゃ お ぼうこう くわ ぎゃくたい

繰り返していた問 題で、福 岡 県警は、特に悪 質とされる元職 員２人の
く り か え もんだい ふくおかけん とく あくしつ もとしょくいん ふたり

行為について傷 害容疑で立 件する方 針を固めた。週 明けにも本 格捜査
こうい しょうがい ようぎ りっけん ほうしん かた しゅうあ ほんかく そうさ

に着 手する方 向で、検 察側と最 終調 整に入った 「カリタスの家」。
ちゃくしゅ ほうこう けんさつがわ さいしゅうちょうせい はい いえ

の虐 待問 題をきっかけに障 害 者虐 待防止法の制 定を求める声が高
ぎゃくたいもんだい しょうがいしゃぎゃくたい ぼうしほう せいてい もと こえ たか

まる中、全 容解 明に向けて捜査のメスが入る。
なか ぜんようかいめい む そうさ はい

関 係 者によると、県 警は今年に入って職 員や元職 員、保護者ら約
かんけいしゃ けんけい ことし はい しょくいん もとしょくいん ほ ご し ゃ やく

５０人から任意で事 情聴 取を行ってきた。その結果、複 数の職 員が
にん にんい じじょう ちょうしゅ い けっか ふくすう しょくいん

入 所者を殴る、けるなどの暴 行を繰り返したり、熱いコーヒーを無理
にゅうしょしゃ なぐ ぼうこう く り か え あつ む り

やり飲ませて重 傷を負わせるなどの虐 待の事実を確 認した。
の じゅうしょう お ぎゃくたい じじつ かくにん

目 撃証 言のほか 施設側作 成の事故報 告書や診 断 書 写 真なども既、 、
もくげきしょうげん しせつがわさくせい じ こ ほうこくしょ しんだんしょ しゃしん すで

に入 手。検 察など関 係機関と協 議を重ねてきた結果、元職 員ら２人
にゅうしゅ けんさつ かんけい きかん きょうぎ かさ けっか もとしょくいん ふたり

の虐 待行為が特に悪 質として、刑事責 任を問うことにした。
ぎゃくたいこうい とく あくしつ けいじせきにん と

カリタスの家ではこれまでに、生唐辛子や菓子の包 装紙を食べさせる
いえ なまとうがらし か し ほうそう し た

▽土 壌改 良などに使用する木 酢 もくさく 液を飲ませる▽布団 袋 に入（ ）
どじょうかいりょう しよう もくさく えき の ふとんぶくろ い

れて放置する▽熱いコーヒーを無理やり飲ませヤケドさせる－－などの
ほうち あつ む り の

虐 待が明らかになっている 複 数の職 員 元職 員が毎 日新 聞の取 材。 、
ぎゃくたい あき ふくすう しょくいん もとしょくいん まいにちしんぶん しゅざい

に「 入 所者の）パニック状 態を鎮めるため、暴 力に走ってしまっ（
にゅうしょしゃ じょうたい しず ぼうりょく はし
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た」と虐 待したことを認めている。
ぎゃくたい みと

昨 年１ １ 月末に虐 待が発 覚。福 岡法務 局 も昨 年末、人 権侵 犯
さくねん じゅういちがつまつ ぎゃくたい はっかく ふくおか ほうむ きょく さくねんまつ じんけんしんぱん

の 疑 いが極めて強いとして、捜査当 局に刑事告 発する方 針を固めて
うたが きわ つよ そうさ とうきょく けいじ こくはつ ほうしん かた

いる。

、 「 」 、一 方 運 営する社 会福祉法 人 かいたっくす の理事会が総退 陣し
いっぽう うんえい しゃかいふくしほうじん り じ かい そうたいじん

２月に新理事会が発 足した。先 月２１日には、尾辻秀 久厚生労 働 相 が
にがつ しん り じ かい ほっそく せんげつ にち おつじ ひでひさ あつお ろうどうしょう

視察、県に対し「行 政の怠 慢」と苦言を呈した。また 厚 労 省 は
しさつ けん たい ぎょうせい たいまん くげん てい あつしろうしょう

障 害 者虐 待防止法の制 定に向け、２月に有 識 者による勉 強会を
しょうがいしゃ ぎゃくたい ぼうし ほう せいてい む にがつ ゆうしきしゃ べんきょうかい

発 足させている。
ほっそく

カリタスの家は９８年９月に開 設 利用者は男 女４６人で うち入 所。 、
いえ ねんくがつ かいせつ りようしゃ だんじょ にん にゅうしょ

３４人、通所１０人、短期２人 【虐 待問 題取 材班】。
にん つうしょ にん たんき ふたり ぎゃくたいもんだいしゅざいはん

毎 日新 聞 年 月 日 時 分2005 4 23 3 00
まいにちしんぶん ねん しがつ みっか さんじ ふん

「カリタスの家」前施設 長 と元職 員を傷 害容疑で逮捕
いえ ぜん し せ つ ちょう もとしょくいん しょうがい よ う ぎ た い ほ

知的障 害 者更 生施設「カリタスの家 （福 岡 県頴田（かいた）町）」
ちてき しょうがいしゃこうせい しせつ いえ ふくおかけん かいた まち

の虐 待問 題で、福 岡 県警は２５日午前、北 九 州 市八幡西区野面、前
ぎゃくたいもんだい ふくおかけん にちごぜん きたきゅうしゅうし やはたにしく の めん ぜん

施設 長 、原田秀樹（５０）と、同区永犬丸２、元職 員、塩 塚信 広（３
しせつちょう はらだ ひでき どうく えいのまる もとしょくいん しおづかのぶひろ

５）の 両 容疑者を傷 害容疑で逮捕し、同施設と自宅の家宅捜 索を始め
りょうようぎしゃ しょうがい ようぎ たいほ どうしせつ じたく かたく そうさく はじ

た。

調べでは、原田容疑者は０３年１ ２ 月に、事務所のドアをたたくなど
しら はらだ ようぎしゃ ねんじゅうにがつ じ む し ょ

してコーヒーを要 求した男 性入 所者（当時２８歳）に対し、熱いコ
ようきゅう だんせいにゅうしょしゃ とうじ さい たい あつ
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ーヒーを無理やり３杯飲ませ、大やけどを負わせた 疑 い。塩 塚容疑者は
む り はい の だい お うたが しおづかようぎしゃ

０２年５月に風呂から出た男 性入 所者（当時２２歳）が服を着ようと
ねんごがつ ふ ろ で だんせいにゅうしょしゃ とうじ さい ふく き

せず 壁などをたたこうとしたことに立 腹 下腹部などを２ ３回けり上、 、 、
かべ りっぷく かふく ぶ かい け り あ

げ重 傷を負わせた 疑 い 【虐 待問 題取 材班】。
じゅうしょう お うたが ぎゃくたいもんだいしゅざいはん

毎 日新 聞 年 月 日 西部夕 刊2005 4 25
まいにちしんぶん ねん しがつ にち せいぶゆうかん

「カリタスの家」職 員ら、タオルで拘束も
いえ しょくいん こうそく

前施設 長 と元職 員の２人が傷 害容疑で逮捕された福 岡 県頴田町の
ぜんしせつちょう しょくいん ふたり しょうがい ようぎ たいほ ふくおかけん かいたまち

知的障 害 者更 生施設「カリタスの家」の事件で、０３年から昨 年夏に
ちてき しょうがいしゃこうせい しせつ いえ じけん ねん さくねんなつ

かけて、トイレを利用する特 定の入 所者が、両 手をタオルで縛られる
りよう とくてい にゅうしょしゃ りょうて しば

などの身 体拘 束を職 員らから繰り返し受けていたことが分かった。
しんたい こうそく しょくいん く り か え う わ

福 岡法務 局 は２５日、不適切な行為だとして、施設を運 営する社 会
ふくおか ほうむ きょく にち ふてきせつ こうい しせつ うんえい しゃかい

福祉法 人「かいたっくす」に対し再 発防止を図るよう勧 告した。
ふくしほうじん たい さいはつぼうし はか かんこく

毎 日新 聞 年 月 日 西部朝 刊2005 4 26
まいにちしんぶん ねん しがつ にち せいぶちょうかん

容疑者が犬を施設内に入れ入 所者を威嚇
ようぎしゃ いぬ し せ つ ない い にゅうしょしゃ い か く

知的障 害 者更 生施設「カリタスの家 （福 岡 県頴田（かいた）町）」
ちてき しょうがいしゃこうせい しせつ いえ ふくおかけん かいた まち

の虐 待事件で、福 岡 県警が傷 害容疑で逮捕した職 員、須藤 茂 実
ぎゃくたい じけん ふくおかけん しょうがい ようぎ たいほ しょくいん すどう しげるじっ

容疑者（５４）が野良犬を施設内に入れて入 所者を威嚇するなどの嫌が
ようぎしゃ の ら い ぬ しせつない い にゅうしょしゃ いかく いや

らせを繰り返していたことが分かった。犬に足や尻をかまれ負 傷した
く り か え わ いぬ あし しり ふしょう
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入 所者もいることを施設側は把握していたが、不問に付していた。
にゅうしょしゃ しせつがわ はあく ふもん ふ

複 数の関 係 者によると この犬は３匹おり ５年ほど前から施設周 辺、 、
ふくすう かんけいしゃ いぬ ひき ねん まえ しせつしゅうへん

で見かけるようになった。須藤容疑者は餌を与えて手なずけ、約３年前
み すどう ようぎしゃ えさ あた て やく ねんまえ

から夜勤や当 直勤務をする際に施設内に入れるようになった。
やきん とうちょくきんむ さい しせつない い

施設内で、須藤容疑者は犬にひもを付けず、昨 年１～３ 月には、尻を
しせつない すどう ようぎしゃ いぬ つ さくねん さんがつ しり

かみつかれたり飛びかかられてけがをするケースが相次いだ。このため、
と あいつ

須藤容疑者が夜勤や宿 直勤務をする際には、ほとんどの入 所者が犬
すどう ようぎしゃ やきん しゅくちょく きんむ さい にゅうしょしゃ いぬ

を恐れて自室に閉じこもるようになったという。
おそ じしつ と

また 須藤容疑者は犬が怖くて動けない入 所者の近くに犬を故意に近、
すどう ようぎしゃ いぬ こわ うご にゅうしょしゃ ちか いぬ こ い ちか

づけたり、食 事の遅い入 所者の食 事を取り上げ、犬に与えるなどの嫌
しょくじ おそ にゅうしょしゃ しょくじ と り あ いぬ あた いや

がらせも繰り返していた。
く り か え

元職 員らは「入 所者が部屋から出てパニック状 態になったら、
もとしょくいん にゅうしょしゃ へ や で じょうたい

職 員は仕事が増えるから、須藤容疑者は入 所者が部屋から出ないよう
しょくいん しごと ふ すどう ようぎしゃ にゅうしょしゃ へ や で

“番 犬”代わりに使っていたようだ」と指摘している。
ばんけん か つか してき

虐 待問 題の発 覚後、保護者らは施設側に須藤容疑者の処 分を申し入
ぎゃくたいもんだい はっかく ご ほ ご し ゃ しせつがわ すどう ようぎしゃ しょぶん も う し い

れた。しかし、施設側は「解雇したら代わりがいない」としてとがめるこ
しせつがわ かいこ か

ともなかったという 【虐 待問 題取 材班】。
ぎゃくたいもんだいしゅざいはん

毎 日新 聞 年 月 日 時 分2005 6 3 17 24
まいにちしんぶん ねん ろくがつ みっか じ ふん



資料 １０
し り ょ う

「佐渡福祉会」虐待事件
さ ど ふ く し か い ぎゃくたい じ け ん

関連資料
か ん れ ん し り ょ う

８１～８３ページ １ ２ 月１６日に国・新 潟 県・佐渡市
じゅうにがつ にち くに にいがたけん さ ど し

社 会福祉法 人「佐渡福祉会」に提 出した抗議文
しゃかい ふくし ほうじん さ ど ふくし かい ていしゅつ こうぎぶん

８４～８５ページ 上 記にたいする国の回 答
じょうき くに かいとう

８６～８７ページ 上 記にたいする新 潟 県の回 答
じょうき にいがたけん かいとう

８８ ページ 上 記にたいする佐渡市の回 答
じょうき さ ど し かいとう

８９～９０ページ 上 記にたいする「佐渡福祉会」の回 答
じょうき さ ど ふくしかい かいとう

９１～９４ページ 新潟や 新潟など地元の団体がPF CIL
にいがた にいがた じ も と だんたい

新潟県に１２月１４日に提 出した申し入れ書
にいがたけん じゅうにがつ にち ていしゅつ も う し い しょ

９５～９７ページ １ ２ 月１５～１８日「緊 急特別 行 動」の報 告
じゅうにがつ にち きんきゅうとくべつこうどう ほうこく
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２００４年１２月１６日
ねん がつ にち

厚 生労 働大 臣 尾辻 秀久 殿
こうせいろうどうだいじん どの

新 潟 県 知 事 泉田 裕彦 殿
にいがたけんちじ どの

佐渡 市長 高野 宏一郎 殿
さど しちょう との

社 会福祉法 人「佐渡福 祉 会 」理事 長 渡辺 貞治 殿
しゃかいふくしほうじん さ ど ふくしかい り じ ちょう どの

ピープルファーストジャパン

会 長 小田島 栄 一
かいちょう おだじま えいいち

〒 大阪府東 大 阪 市荒 本2049-4-1015 7-00237
おおさかふひがしおおさかしあらもと

はっしんきち ザ・ハート内
ない

tell 06-6789-6637 fax 06-6789-6649

岩の 平 園」と「第二岩の 平 園」での「
いわ たいらえん だい に いわ たいらえん

虐 待に対する抗議と要 求書
ぎゃくたい たい こ う ぎ ようきゅうしょ

わたしたち「ピープルファーストジャパン」は、ふくしサービスを利 用している
りよう

当 事 者の全 国組 織であり 「しょうがい」と呼ばれる社 会生 活 上の困 難を、
とうじしゃ ぜんこくそしき よ しゃかいせいかつじょう こんなん

もつ仲 間たちへの虐 待事 件や差 別をなくすために 闘 っている運 動団 体で
なかま ぎゃくたいじけん さべつ たたか うんどうだんたい

す。わたしたちは 「 岩 の平 園」と「 第 二 岩 の平 園」での仲 間たちに対する、
いわ たいらえん だいにいわ たいらえん なかま たい

虐 待事 件を新 聞報 道 等 で知りました。
ぎゃくたいじけん しんぶんほうどうとう し

報 道などによれば
ほうどう

「 岩 の平 園」と「 第 二 岩 の平 園」の仲 間たちは
いわ たいらえん だいにいわ たいらえん なかま

「仲間の被害を目の当たりにして、泣き叫ぶ 入所 者 もいたという 」では。
なかま ひがい まのあ なきさけ にゅうしょしゃ

ありませんか。どんなに、その虐 待、職 員の暴 力に恐 怖したこと
ぎゃくたい しょくいん ぼうりょく きょうふ

でしょう。

自 分たちの仲 間が、 殴 られ、蹴られ、暴 行を受けている現 場で、それを止め
じぶん なかま なぐ け ぼうこう う げんば と

ることもできない､仲 間たちの 悲 しみ、 苦 しみがわかりますか。
なかま かな くる

暴 力を止めたり、職 員に 逆 らえば、自 分もやられることを知っているか
ぼうりょく と しょくいん さか じぶん し

らこそ 「 岩 の平 園」と「 第 二 岩 の平 園」の仲 間たちには、絶 望 的、
いわ たいらえん だいに いわ たいらえん なかま ぜつぼうてき

な 悲 しみと恐 怖があるのです。
かな きょうふ

新 潟 県では、佐渡市では、佐渡福 祉 会 では、それが福 祉ですか。
にいがたけん さ ど し さ ど ふくしかい ふくし

親 たちは
おや

「 障害者 側 が行き場を 失 うことを 恐 れ、泣き寝入りするしかなかった」
しょうがいしゃがわ いきば うしな おそ なきねい

「息子も 悪 いと 思 って抗議したい気持ちを抑え込んだ。いつか 担当 に 戻 っ
むすこ わる おも こうぎ きも おさえこ たんとう もど

てくると 思 うと 怖 い 「辞めさせてほしい 「佐渡で世話をしたい。 虐待 は」 」
おも こわ や さど せわ ぎゃくたい
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腹立たしいが、ここ以外に行くことは無理だし……」
はらだ いがい い むり

、施 設職 員たちは
しせつしょくいん

わたしたちの仲間を虐 待した職 員「 同僚 １３ 人 が「 職員 全員
なかま ぎゃくたい しょくいん どうりょう にん しょくいんぜんいん

で 応援 していくので、情 状 酌 量の余地を持って 処遇 を決めてほし
おうえん じょうじょうしゃくりょう よち も しょぐう き

い」と 連名 で嘆 願 書 を施設 側 に提 出」
れんめい たんがんしょ しせつがわ ていしゅつ

「普通なら 懲戒 解雇されてもおかしくない」
ふつう ちょうかいかいこ

、そして、虐 待施 設の責 任 者である園 長佐 山三憲は
ぎゃくたいしせつ せきにんしゃ えんちょうさやま

「任意だと 思 い、けがが 軽 かったので 報告 しなくても良いと 判断 した」
にんい おも かる ほうこく よ はんだん

「 暴行 が 表 に出たのは３ 回 だけで、それ以外は把握出来ていない」
ぼうこう おもて で かい いがい はあく でき

「現場を押さえない 以上 、解雇は 難 しい」
げんば お いじょう かいこ むずか

わたしたちを いったい なんだと 思 っているんだ！
おも

「 岩 の平 園」と「 第 二 岩 の平 園」は、わたしたちの仲 間が「人 間らし
いわ たいらえん だい に いわ たいらえん なかま にんげん

く」生きることをうばわれた、とんでもないところです。
い

、「 」 「 」 、 、今 も 岩 の平 園 と 第 二 岩 の平 園 でくらしている仲 間たちが 今
いま いわ たいらえん だいにいわ たいらえん なかま いま

どんな気持ちで、毎 日をすごしているのか。つらく、 苦 しい 思 いをしていることだ
き も まいにち くる おも

と 思 います。言 葉がでない仲 間たちは、どれだけ 苦 しんでいるのか。
おも ことば なかま くる

わたしたちは、仲 間たちをたすけてあげたい。
なかま

そして、このひどい虐 待は、７年 以 上もの長 い 間、 行 われていた。
ぎゃくたい ねんいじょう ながいあいだ おこな

虐 待は、暴 力は、犯 罪ではありませんか。
ぎゃくたい ぼうりょく はんざい

犯 罪を「見て見ぬふり」をするものは共 犯者です。
はんざい み み きょうはんしゃ

なぜ、法 律で罰しないのですか。
ほうりつ ばっ

なぜ 「 岩 の平 園」と「 第 二 岩 の平 園」の仲間たちを助けることは、でき、
いわ たいらえん だいにいわ たいらえん なかま たす

なかったのですか。

、 、 。これは あなたたちの 心 に差別の 考 えがあるからだと わたしたちは断 言します
こころ さべつ かんが だんげん

わたしたちは あなたたちに対して ここに強い怒りをもって抗議するとともに 今、 、 、
たい つよ いか こうぎ いま

からでも遅くないから、仲間たちの声をよく聴き、虐 待をした犯 罪者と虐 待
おそ なかま こえ き ぎゃくたい はんざいしゃ ぎゃくたい

を「見て見ぬふり」した共 犯者 に厳しく重たい罪をあたえることを強く強くも
み み きょうはんしゃ きび おも つみ つよ つよ

とめます。

職 員や施設 長 は 暴 力で仲間が苦しんでいることを知っていたのに 虐 待、 、
しょくいん しせつちょう ぼうりょく なかま くる し ぎゃくたい

をし続けた職 員の味方をした。
つづ しょくいん みかた

直 接、虐 待をした犯 罪 者 だけではなく「 岩 の平 園」と「 第 二 岩 の
ちょくせつ ぎゃくたい はんざいしゃ いわ たいらえん だい に いわ

平 園」の職 員は、わたしたちと同じ「人 間」ではない！「人 間の 心 」がな
たいらえん しょくいん おな にんげん にんげん こころ

い、許すことのできない人たちです。
ゆる ひと

わたしたちは、今 回の｢虐 待事件｣をふくしサービスを利用する仲間に 対 する
こんかい ぎゃくたい じけん りよう なかま たい
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。 「 」人 権侵 害であり重 大な事件と 考 えます 次から次へと出てくる 虐 待報 道
じんけんしんがい じゅうだい じけん かんが つぎ つぎ で ぎゃくたいほうどう

の一つ一つに、わたしたちは、信じられない思いと 「ゆるせない」気持ちでいっぱ、
ひと ひと しん おも き も

いになり、強い怒りがこみあげてきます。
つよ いか

以 上の 点から、以下の 要 求に対する 回 答を 文 書で もとめます。
いじょう てん い か ようきゅう たい かいとう ぶんしょ

要 求項目
ようきゅうこうもく

１， 施設を運 営する人や職 員、関 係行 政が、虐 待の事実を すべて
しせつ うんえい ひと しょくいん かんけいぎょうせい ぎゃくたい じじつ

あきらかにし 社 会に 公 開することを 強くもとめる。
しゃかい こうかい つよ

２， 虐 待被害者に対する 損 害を賠 償するだけではなく、 心 にきずを
ぎゃくたいひがいしゃ たい そんがい ばいしょう こころ

おった すべての「 岩 の平 園」と「 第 二 岩 の平 園」の利用者に謝 罪
いわ たいらえん だいにいわ たいらえん りようしゃ しゃざい

し、慰謝 料 を支払うことを 強くもとめる。
いしゃりょう し はら つよ

３， 施設を運 営する人や 職 員が、全 員やめ、二度と「ふくし」の現場に
しせつ うんえい ひと しょくいん ぜんいん に ど げんば

出て こないことを 強くもとめる。
で つよ

， 「 」 「 」 、４ 岩 の平 園 と 第 二 岩 の平 園 を 利用する すべての当事者が
いわ たいらえん だいにいわ たいらえん りよう とうじしゃ

地域でくらせるサービスを利用し 「 岩 の平 園」と「 第 二 岩 の平 園」、
ちいき りよう いわ たいらえん だい に いわ たいらえん

を 閉鎖 することを強くもとめる。
へいさ つよ

５ 知 的しょうがい といわれる 社 会 生 活 上の困 難をかかえる当 事 者， 「 」 、
ちてき しゃかいせいかつじょう こんなん とうじしゃ

同 士の 話 しあいをもつことを、 強 くもとめる。
どうし はな つよ

６， 上 記、要 求項 目に対して文 書回 答を強く要 求するものである。
じょうき ようきゅうこうもく たい ぶんしょかいとう つよ ようきゅう

以 上
いじょう

回答期限－２００５年１月１５日（土）必 着 とする。
かいとう き げん ねん がつ にち ど ひっちゃく

回答送付先
かいとうそう ふ さき

ピープルファーストジャパン全国事務 局
ぜんこく じ む きょく

会 長 小田島 栄一
かいちょう お だ じ ま えいいち

5 7-0023〒 7
大阪府東大阪市荒本2049-4-101
おおさかふ ひがしおおさかしあらもと

はっしんきち ザ・ハート内
ない
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「新潟 中越 地震」の調査報告
にいがた ちゅうえつ じしん ちょうさ ほうこく

松岡敏雄
まつおかとしお

調査 して自分が 何 ができるか 考 えると、また、 街頭 カンパを
ちょうさ じぶん なに かんが がいとう

して 協力 していきたいと 思 います。
きょうりょく おも

いろいろありますが、がんばって欲しいと 思 います。
ほ おも

藤田利雄
ふじた としお

ぼくは、 調査 をしてこれからできることは、またカンパ 集 めを
ちょうさ あつ

したいと 思 っています。
おも

土本 秋夫
つちもと あきお

「仲間の 家 」の利用 者 一人から、地震の起きた 時 の施設の仲間
なかま いえ りよう しゃ ひとり じしん お とき しせつ なかま

たちの様子や、その後の 生活 について聞きました。
ようす そのご せいかつ き

、 。一人だけじゃなく 多 くの 人 から聞く 必要 があると 思 いました
ひとり おお ひと き ひつよう おも

一人だけ聞くと、その 人 だけしか聞けない。
ひとり き ひと き

感 じたことは、ひとりひとり 違 います。
かん ちが

また、 大勢 の 人 が一人に聞かないほうがよかった。
おおぜい ひと ひとり き

いきなり 震災 のことを聞かないほうがよかった。
しんさい き

いやなことをいきなり聞かないほうがよかった。
き

相手の気持ちをよく 考 えて 話 す 必要 があると 思 いました。
あいて きも かんが はな ひつよう おも

小田島 栄一
おだじま えいいち

僕 たちが行った 時 施設に 入 っている 人 の 話 を聞いた 一人暮、 。
ぼく い とき しせつ はい ひと はなし き ひとり ぐ

らしをやってみないか、と言ったけど 「 僕 はグループホームに行、
い ぼく い

きたい と言っていた 何 で と聞いたら うるさいからとか 皆」 。 、 、
い なん き みんな

、 。が勝手に部屋に 入 ってくるからとか 何 しろ出たいと言っていた
かって へや はい なに で い

地震の 時 、 水 も止まって、電気も止まって、 何 も出来なかった
じしん とき みず と でんき と なに でき
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と言っていた。 本当 にこわかったと 思 う。 毎日 パンとか食べてい
い ほんとう おも まいにち た

たそうなのです。

カ ン パ 活 動 と か や っ て 、 地 震 の こ と と か 、 自 立 の こ と と か
かつどう じしん じりつ

協力 していきたいです。
きょうりょく

皆 、仲間なので、 助 けていきたい。
みんな なかま たす

「佐渡福祉会」 虐待 事件の調査報告
さど ふくし かい ぎゃくたい じけん ちょうさ ほうこく

松岡敏雄
まつおかとしお

「 新潟県庁 」が、ちゃんと 調 べてこなかったから、施設はや
にいがたけんちょう しら しせつ

りたい 放題 やってきたんだと 思 います 情報 を開示させて 今後。 、
ほうだい おも じょうほう かいじ こんご

どうするか 検討 していきたいと 思 います。
けんとう おも

佐渡の 入所施設 は、２度と 暴力 があってはいけないと 思 いま
さど にゅうしょしせつ ど ぼうりょく おも

す。当事者のことを、ちゃんと 考 えて欲しい。
とうじしゃ かんが ほ

藤田利雄
ふじた としお

新潟県 庁 佐渡市役所 第 二 岩 の 平 園 へ 虐待 に 対「 」「 」「 」 、「
にいがたけんちょう さど しやくしょ だい に いわ たいらえん ぎゃくたい たい

する抗議と 要求 書 」を出して、意見を言ったけど、相手は 納得
こうぎ ようきゅうしょ だ いけん い あいて なっとく

できるようなことは言わなかった。 納得 できる 回答 が 返 ってこな
い なっとく かいとう かえ

ければ、また抗議に行きたい。
こうぎ い

土本 秋夫
つちもと あきお

施設を利用している仲間たちに、 謝罪 すべきだ。
しせつ りよう なかま しゃざい

たんに、あやまるだけなら、またほとぼりがさめたら、またやる

と 思 う。いまさらとは 思 うが、きっちり 総括 していくべきだ。
おも おも そうかつ

施設の 職員 のごたごたのことを、仲間たちにぶつけないでほし
しせつ しょくいん なかま

い。
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「 新潟県 庁 」では 「わたしたちは、しょうがいしゃである 前、
にいがたけん ちょう まえ

に、 人間 である」というピープルファーストの 主張 を言うこと
にんげん しゅちょう い

ができなかったことが 失敗 でした。
しっぱい

行く 前 に、どんな抗議をするか 考 えていけばよかった。
い まえ こうぎ かんが

その場で 考 えてしまうと、 話 せなくなります。
ば かんが はな

自分たちの言葉で 話 すことが、 一番 大事なことです。
じぶん ことば はな いちばん だいじ

ひとつでも 話 すことが 大切 と 思 います。
はな たいせつ おも

小田島 栄一
おだじま えいいち

施設に行って どんなことがあったのか と聞きました 職員、 、 。
しせつ い き しょくいん

が 何 もいえない 人 に 暴力 をした。 何 で、おしっこくらいで 殴 っ
なに ひと ぼうりょく なん なぐ

たの。その 時 、見た 人 がいた、と利用 者 が言っていた。
とき み ひと りよう しゃ い

何 でいつも、施設は 色 んなことを起こして 暴力 になるのか。
なん しせつ いろ お ぼうりょく

そんな施設は 解体 したほうがいいと 思 う。 職員 も 考 えてくれ
しせつ かいたい おも しょくいん かんが

ないと、どこでもやるのではないですか。 僕 は、そう 思 っていま
ぼく おも

す。

県庁 は、 謝 っているような 感 じだったけど、 暴力 の 時 に、
けんちょう あやま かん ぼうりょく とき

施設 側 とちゃんと 話 をしたのですか。その 時 、 何 で施設を 歩 い
しせつ がわ はなし とき なん しせつ ある

てみなかったのですか。もしも、 人 が死んだら 県庁 は 責任 とし
ひと し けんちょう せきにん

て、 裁判 にかけてもいいですか。もっと、しっかり見守りをして
さいばん みまも

もらいたいです。

市役所の 人 も、事件を聞いて、 暴力 をした 職員 を、どうし
しやくしょ ひと じけん き ぼうりょく しょくいん

ても 許 さないって言わなかったのですか。来ていたらわかるじゃ
ゆる い き

ないか、と 思 っています。
おも

もっと、施設の利用 者 を 守 って 下 さい。
しせつ りよう しゃ まも くだ








